
令和 7 年度 まちづくりの取り組み状況 
－「ずっと元気な山口」の実現に向けて－　　　　　２ 

■ 市政トピックス
■ 令和 7 年度決算報告
■ お知らせ 
■ 県央連携都市圏域の魅力を紹介「山口ゆめ回廊」
■ 21 地域リレーコラム
■ イベント情報
■ LINE 公式アカウントリニューアルキャンペーン
■ 12 月の休日当番医
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市役所窓口の開庁 （窓口受付） 時間変更の実証事業を開始します。 　　　　　　　　　　

　　  試行期間　令和 8 年 12 月 1 日～令和 9 年 9 月 30 日　試行時間 9:00 ～ 16:30

11 月号

November

No.483

2026

【表紙の写真：「コロガルべびべび in 新山口駅」】

期間：11 月 29 日（日）までの土・日・祝日
　　　　10 時～ 15 時（12 時～ 13 時は閉場）
場所：JR 新山口駅南口（新幹線口）1 階
内容：西日本旅客鉄道 株式会社、本市、公益財団法
人 山口市文化振興財団が主催する 3 歳以下の子ども
と保護者向けの期間限定の遊び場です。山口情報芸
術センター［YCAM］の人気企画「コロガル公園シ
リーズ」をアレンジし、人工芝を敷いた空間で、触
れる・動く・聴くといった感覚や身体体験を楽しめ
るさまざまな仕掛けを取り入れています。
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総額約11 億円

 その他の取り組み

　こども家庭センターを中心とした子ども・子育てに関する相談支援、児童虐待防止に向けた児童育成
   支援拠点事業の開始、介護サービス事業所の人材確保への支援 など

 その他の取り組み

　市立中学校の部活動の地域移行に向けた取り組み推進、多世代がさまざまなスポーツを体験できる市民参加型
　イベント 「山口市スポーツフェスタ」の開催 など

■ 子育て家庭の負担軽減に向けた取り組み
・高校生世代までを対象としたこども医療費の助成
・第２子以降の保育料を無償化
・小児のおたふくかぜワクチン接種費用を一部助成
・学校給食費の公費負担を拡充（物価上昇分を公費負担）
・公費負担による５歳児健康診査を開始

■ 安心して学べる教育環境づくり
・小・中学校トイレの洋式化率９５％達成に向けた整備
・ 学校施設の防災機能向上のための非構造部材（吊り天井、窓ガラス、

照明器具など）の落下防止対策を実施

■ 英語教育の推進、 地域資源を生かした学びの充実

・ 英語力や学習意欲の向上に向けた ALT（外国語指導助手）・留学生等
の外国人人材と英語での交流を図る English Village や、海外との
オンライン授業の実施

・ 山口情報芸術センター ［YCAM］ と連携し、市内の小・中学校で、地
域の魅力を発見する「３６０°図鑑」や、ＡＩ技術の可能性と課題を
学ぶ取り組みを実施

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた市民や事業者に対する支援の取り組みを
進めました。

■ 歴史 ・ 文化を生かしたまちづくり

・ふるさと納税制度を活用した文化財保護の取り組み（寄附募集）開始
・国宝瑠璃光寺五重塔の檜

ひ わ だ ぶ き
皮葺屋根葺き替えへの支援

・  周
す お う の じ ゅ せ ん し

防鋳銭司設置１２００年記念事業として地域と共催で「周防鋳銭司
１２００フェス」を開催したほか、新銭種「貞

じょうがんえいほう
観永宝」を特別公開

■ 妊娠 ・ 出産 ・ 子育ての切れ目のない支援

・ 妊婦等への伴走型相談支援を組み合わせた給付金の給付
・ 産後ケア施設の新設および改修への支援
・対応可能な学級から放課後児童クラブの閉所時間を午後 6 時 30 分

までに延長

■ 健康都市づくりの推進
・済生会山口総合病院の建て替え整備に対する支援
・ 帯状疱疹ワクチン接種費用を一部助成

■ 持続可能な公共交通の構築
・グループタクシー制度の要件緩和（年齢・距離）

■ 国際交流の推進

・ホノルル市と友好都市提携を締結および関連事業の実施
・ スペイン・パンプローナ市との姉妹都市提携締結４５周年記念事業

の実施

 その他の取り組み

　国道２号の４車線化・歩道設置の整備促進および国道９号の道路改築の整備促進等に向けた取り組み、
　河原谷公園の再整備に向けた取り組み など

■ ソフト ・ ハード両面からの災害対策

・山口市・萩市・防府市の３市による山口県央消防指令センターの共同
  運用開始
・浸水被害の軽減を図るため、八

や か た ば ら
方原（小郡地域）における移動式の

  排水ポンプ設備の導入および排水管設備工事を実施
・災害時の拠点となる公共施設の防災機能の確保
・河川氾濫等の浸水被害を軽減するため、危険度の高い箇所の集中的な
  浚

しゅんせつ
渫工事を実施

・衛星通信網「スターリンク」の導入による災害時の通信網の強化

■ 中心市街地の活性化
・脱炭素先行地域としての中心市街地における EV カーシェアリングや
  省エネ設備の導入支援の実施
・中心商店街アーケードのバリアフリー化・美装化を実施
・山口情報芸術センター［YCAM］との連携による子どもの遊び場
  「コロガルあそびのひゃっかてん」を実施

小・中学校トイレの洋式化

物価高騰等に対応した経済対策の取り組み

％達成95

湯田温泉こんこんパーク供用開始

学校給食費の公費負担拡充

周防鋳銭司１２００フェス

ホノルル市との友好都市提携

コロガルあそびのひゃっかてん

令和 ７ 年度

まちづくりの取り組み状況
-「ずっと元気な山口」の実現に向けて -

　 本市では、 第二次山口市総合計画 後期基

本計画のもと、 「ずっと元気な山口」 の実現に

向け、 5つの政策グループごとにまちづくりを

推進しています。

　ここでは、 令和 7 年度に実施した主な取り組

みと、 その成果を紹介します。

 企画経営課 ☎ 083 ｰ 934 ｰ 2747問

済生会山口総合病院の建て替え整備

500m

［これまで］
・75 歳以上
・最寄りのバス停・駅までの距離
  700 ｍ以上

70 歳 以上

最寄りのバス停・駅までの距離

グループタクシーの要件緩和

学び 育み 暮らしを楽しむまち
  教育・文化・スポーツ

２

　 安全安心で 快適に暮らせるまち
安全安心・環境・都市

３

県央消防指令センター運用開始

あらゆる世代が 健やかに暮らせるまち
子育て・健康福祉

１

第２子以降保育料無償化
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9
月
28
日
（
月
）、
中
小
企
業
庁
か
ら

「
ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
地
域
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」

に
任
命
さ
れ
た
株
式
会
社
佐
藤
商
会
の

佐さ
と
う
ふ
み
や
す

藤
史
康
さ
ん
が
、
市
長
を
表
敬
訪
問
さ

れ
ま
し
た
。

ア
ト
ツ
ギ
甲
子
園
と
は
、
中
小
企
業
庁

主
催
で
、
39
歳
以
下
の
後
継
者
を
対
象
に
、

経
営
資
源
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ

ア
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

佐
藤
さ
ん
は
「
事
業
承
継
は
次
の
世
代

へ
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
。
ア
ン

バ
サ
ダ
ー
と
し
て
、
企
業
の
後
継
者
が
前

向
き
に
挑
戦
で
き
る
機
運
を
高
め
、
山
口

を
中
四
国
で
最
も
挑
戦
者
が
活
躍
で
き
る

ま
ち
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
地
域
全
体
で

挑
戦
を
応
援
す
る
文
化
も
育
て
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

王わ
ん
て
ぃ
ん
婷
さ
ん
を
国
際
交
流
員
に

任
命
し
ま
し
た

9
月
1
日
（
火
）、
台
湾
出
身
の
王
婷

さ
ん
を
国
際
交
流
員
に
任
命
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
観
光
施
策
に
お
い
て
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
誘
客
を
重
点
的
に
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
台
湾
は
、
本
市
の

外
国
人
観
光
客
数
の
中
で
上
位
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
令
和
元
年
度
よ
り
、
台
湾
出
身

の
国
際
交
流
員
を
配
置
し
て
お
り
、
王
国

際
交
流
員
で
3
人
目
と
な
り
ま
す
。

王
国
際
交
流
員
は
「
山
口
市
の
大
自
然

や
人
々
の
温
か
さ
の
魅
力
を
台
湾
の
方
へ

届
け
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

王
国
際
交
流
員
は
、
今
後
、
台
湾
の
観

光
客
向
け
の
情
報
等
を
収
集
し
、
自
身
の

持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
情
報
発

信
や
、
台
湾
と
の
交
流
事
業
等
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

佐
藤
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
が

市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

TOPICS

9
月
29
日
（
火
）、
令
和
8
年
熊
本
地

震
で
被
災
さ
れ
た
熊
本
県
八
代
市
へ
の
職

員
派
遣
に
伴
う
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し

た
。今

回
、
本
市
か
ら
派
遣
す
る
職
員
は
、

過
去
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携

わ
っ
た
経
験
の
あ
る
、
都
市
整
備
部
用
地

対
策
室
の
村む
ら
た
ひ
ろ
き

田
啓
樹
主
任
主
事
で
す
。

村
田
主
任
主
事
は
、
10
月
1
日
（
木
）

か
ら
12
月
31
日
（
木
）
ま
で
の
3
カ
月
間
、

派
遣
先
に
お
い
て
、
公
費
解
体
の
申
請
受

付
や
申
請
書
の
確
認
、
通
知
書
の
発
行
、

完
了
報
告
書
の
確
認
な
ど
の
業
務
に
従
事

し
ま
す
。

市
長
は
「
災
害
発
生
か
ら
2
カ
月
が
経

過
し
、
支
援
の
段
階
も
応
急
対
応
か
ら
、

復
旧
・
復
興
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
中
、
被

災
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
希
望
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
。
被
災
者
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

令
和
8
年
熊
本
地
震
に
伴
う

職
員
派
遣
を
行
い
ま
し
た

山
口
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

10
月
3
日（
土
）、Ｊ
Ｒ
新
山
口
駅
で「
山

口
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
山
口
Ｄ
Ｃ
）」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
関
係

者
に
よ
る
く
す
玉
の
開
花
が
行
わ
れ
、
新

幹
線
で
来
県
さ
れ
た
観
光
客
を
お
出
迎
え

し
た
ほ
か
、
山
口
県
な
ら
で
は
の
「
も
ち

ま
き
」
も
実
施
さ
れ
、
会
場
は
多
く
の
来

場
者
の
笑
顔
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
」
の
出
発

式
で
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
出
発
合

図
を
受
け
、
Ｓ
Ｌ
や
ま
ぐ
ち
号
が
汽
笛
と

黒
煙
を
上
げ
、
力
強
く
走
り
出
す
姿
に
、

集
ま
っ
た
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

山
口
Ｄ
Ｃ
は
、
12
月
31
日
（
木
）
ま
で

開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
で
２
０
０
を
超
え

る
多
彩
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
が
展
開
さ
れ

ま
す
。

▲歓談の様子
（左から市長、 佐藤アンバサダー）

▲オープニングセレモニーの様子
（左から市長、 県観光連盟 松村会
長、 西日本旅客鉄道 （株） 飯田広
島支社長、 村岡県知事、 柳居県議
会議長、 県町村会長 花田阿武町長）

＼もっと見る／

市ウェブサイトではより
多くの市政トピックスを
掲載しています！
    ぜひご覧ください

▲記念撮影の様子
（左から市長、 王国際交流員）

▲記念撮影の様子
（左から市長、 村田主任主事）

■ 市民生活を支える拠点づくり

・新本庁舎棟の供用開始、市民交流棟等の整備に着手
・総合窓口支援システムを活用した「書かない窓口」の本格運用を開始

■ シティセールスの推進

・山口市誕生２０周年記念式典を開催
・新市誕生２０周年記念事業として「地球の歩き方 山口市」の発刊を支援

 その他の取り組み

　農山村づくり推進課内に「山口市移住サポートセンター すむ住む相談所」を開設、企業・大学等との連携強化に
　向けて「公民連携推進室」を新設、公共施設・財産等のマネジメント強化に向けて「行政経営課」を新設 など

■ 元気な地域コミュニティづくりに向けた取り組み
・地域の担い手確保促進特別交付金の新設
・平川地域交流センター建設工事の実施
・各地域交流センターの相談・支援体制の充実に向けて
　「総合支援担当」を新設

■ 中小企業 ・ 地域産業の人材確保支援

・ 中高生等を対象とした企業紹介・職業体験イベント「やまぐち未来の
しごとフェスタ」や小中学生とその保護者等を対象とした企業訪問
バスツアーの開催

・中小企業等の省人化・省力化につながる機器の導入等への支援
■ 農山村エリアの地域経済活性化に向けた取り組み

・ 道の駅「仁保の郷」の機能強化整備、道の駅「あいお」の移転整備を
推進

・ 地域産業の担い手確保に向けた徳地地域における「特定地域づくり
事業協同組合」の立ち上げ支援

 その他の取り組み

　新山口駅周辺における飲食・小売事業者等を対象とした出店補助制度および制度融資の創設、
　小規模農家等が実施する農業用水路等の整備に対する支援 など

■ さらなる観光誘客 ・ 交流促進に向けた取り組み

・湯田温泉こんこんパークの供用開始
・山口デスティネーションキャンペーンのプレキャンペーンの開催
・重源の郷体験交流公園のリニューアルオープン

　まちづくりの進み具合や事業の成果状況を客観的に把
握・分析するため、３０５の成果指標を設定しています。
　この指標は、市民の皆さんを対象に行っている「まち
づくりアンケート」の結果などを基に評価し、「まちづ
くり達成状況報告書」として毎年公表しています。

達成度が 70％以上の指標数

全       体 109 指標

① 子 育 て・ 健 康 福 祉 21 指標
②教育・文化・スポーツ 21 指標
③安全安心・環境・都市 34 指標
④ 産 業 ・ 観 光 11 指標
⑤ 協 働 ・ 行 政 22 指標

令和７年度まちづくりの達成状況

詳しくは
こちらから▼

第二次山口市総合計画が令和９年度で

終了するため、 次の 10 年間のまちづくり
の指針となる新たな総合計画を策定しま
す。 令和８年７月に有識者等で構成する策
定協議会を設置し、 幅広いご意見をいた
だきながら、 計画づくりを進めています。

今後のまちづくり

[ まちづくり達成状況 ]

企業訪問バスツアー

重源の郷体験交流公園の
リニューアルオープン

新本庁舎棟の供用開始

「書かない窓口」運用開始

▲策定協議会の様子

詳しくは
こちらから▼

　　 地域の魅力があふれる 産業と観光のまち
産業・観光４

   市民と共に創る 自立したまち
 協働・行政

５



7 6市報やまぐち　2026 年（令和 8 年）11 月号市報やまぐち　2026 年（令和 8 年）11 月号

令和 7 年度

決算報告

市民 1 人当たりに使われた

お金は　

【内訳】

54 万 45 円

衛生費
生活環境の充実のために

　　　　　   　 3 万 6,772 円

教育費
学校、 社会教育のために

　3 万 6,808 円

総務費
市の運営や地域の振興の

　ために

   8 万 1,562 円

商工費
商工業や観光の振興のために    

                           3 万 9 円

民生費
児童、 高齢者、 社会全体の

　福祉のために

               19 万 6,194 円

その他
（消防費、 農林水産業費、 災害復旧費、

　議会費、 労働費）　　　

　　　　　　　　　　　 　　　　5 万 3,777 円

公債費
市債の償還のために

 5 万 8,805 円

土木費
道路や公園の整備などの

　ために      4 万 6,118 円

市債の状況

区　　　分
令和 7 年度末

現在高

一 般 会 計 1,167 億 3,471 万円

特 別 会 計 4 億 480 万円

合    　計 1,171 億 3,951 万円

3 月 末 現 在 高
に 対 す る 利 息 86 億 7,533 万円

※利息については、利率見直し等により変動
　します。

令和８年第４回市議会定例会で令和７年度の決算が認定されましたので、
歳入歳出の実績についてお知らせします。
  なお、市の財政状況を家計に例えて紹介した「山口市の台所事情」
を市ウェブサイトに掲載していますので、右の二次元コードから
ご覧ください。

問　財政課 ☎ 083-934-2750

基金の残高

区　　　分
令和 7 年度末

残高

財 政 調 整 基 金 46 億 1,693 万円
減 債 基 金 16 億 9,213 万円
その他特定目的

基　金 64 億 3,373 万円

合 計 127 億 4,279 万円

　本市では、新市発足以降、合併に伴う有利な支援措置を活用しながら、未来を確かにするためのまち
づくりに積極的に取り組み、その市債の返済などに備えた基金も積み立ててきました。
　一方で、物価高騰への対応や人口減少・少子高齢化に対応した社会保障サービスの充実など、多様な
行政サービスの確保に向けた経費が増加していく中、持続可能な財政基盤の確立を図っていく必要があ
ります。
　こうした中、今後も令和５年３月に策定した「財政運営計画」に基づき、引き続き、歳入・歳出両面
から行財政改革の取り組みを進め、健全な財政運営を維持していきます。
　また、本市では令和８年度上半期の財政状況を市ウェブサイトで公表していますので、
右の二次元コードからご覧ください。

将来のまちづくりと持続可能な財政基盤の確立に向けて

一 般 会 計

　市税などを主な財源として、道路・公園の建設や福祉、医療、教育など、まちづくりに関する事業
を行うための中心的な会計です。
　令和７年度の決算額は、歳入が 997 億 7,964 万円、歳出が 988 億 556 万円で対前年度伸び率が
歳入 8.1％の減、歳出 7.9％の減となりました。 

特定事業を行う場合に、一般会計と区分して経理する必要のあるときに設けることができる会計です。原則、
独立採算で運営します。

今後の見通しと取り組み

市税
29.3％

諸収入
2.6％

令和 7 年度特別会計歳入歳出決算概要

区　　　分 歳入決算額 前年度比 歳出決算額 前年度比
1 人当たり
歳出金額

国 民 健 康 保 険 181億57万円 ▲3.8％ 180億3,995万円 ▲4.1％ 9万8,602円
後 期 高 齢 者 医 療 41億5,038万円 6.3％ 41億2,298万円 6.2％ 2万2,535 円
介 護 保 険 185億3,182万円 0.7％ 180億4,677万円 0.9％ 9万8,639 円
介護サービス事業 1,137 万円 ▲18.5％ 1,137 万円 ▲18.5％ 62円
鋳 銭 司 第 二
団 地 整 備 事 業 3億3,708万円 ▲71.1％ 3 億 3,708 万円 ▲71.1％ 1,842円

地 域 下 水 道 事 業 599万円 ▲11.4％ 596万円 ▲ 11.9％ 33円
国 民 宿 舎 1,555万円 23.8％ 1,532 万円 23.4％ 84円
特 別 林 野 874万円 96.3％ 848万円 99.5％ 46円

合　　　計 411億6,150万円 ▲ 2.8％ 405 億 8,791 万円 ▲2.9％ 22 万 1,843 円

自
主
財
源

市税 市民税や固定資産税、都市計画税、たばこ
税、軽自動車税など　 292 億 3,851 万円

諸収入 貸付金の元利収入や雑入など 25 億 9,736 万円

その他 分担金および負担金、 使用料および手数
料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金  65 億 2,784 万円

依
存
財
源

地方
交付税

国税の一部が財政状況に応じて県や市に配分
されるもの 191 億 3,319 万円

国庫
支出金 国からの負担金や補助金など 169 億 5,225 万円

市債 公共施設整備等に必要な公的機関等からの
借入金 99 億 1,940 万円

県
支出金 県からの負担金や補助金など 73 億 5,134 万円

その他 地方譲与税、各種交付金 80 億 5,975 万円

民生費 358 億 9,528 万円 　教育費 67 億 3,429 万円
総務費 149 億 2,245 万円 　衛生費 67 億 2,765 万円
公債費 107 億 5,889 万円 　商工費 54 億 9,033 万円
土木費 84 億 3,771 万円 　その他 98 億 3,896 万円

（令和 8年 3月 31 日現在の
人口 18 万 2,958 人で算出）

【歳入】

【歳出】

997 億
7,964 万円
（前年度比
　8.1％減）

一般会計
歳出

特 別 会 計

■財政調整基金
　経済事情の変動等で
財源が不足する場合に、
年度間の財源の不均衡
を調整するための基金
■減債基金
　地方債の償還を計画
的に行うための基金
■その他特定目的基金
　大規模施設の整備な
どのための基金

公 営 企 業 会 計

水道事業や公共下水道事業などの公営企業会計は、受益者の皆様にご負担いただく水道料
金などを主な財源として独立採算制による事業運営を行っています。令和 7 年度決算の状況
については、上下水道局のウェブサイトで公表していますので、右の二次元コードからご確
認ください。

988 億
 556 万円
（前年度比
　7.9％減）

その他
6.6％

地方交付税
19.2％

国庫支出金
17.0％

市債
9.9％

県支出金
7.4％

その他
8.0％

民生費
36.3％

総務費
15.1％公債費

10.9％

土木費
8.5％

衛生費
6.8％

教育費
6.8％

その他
10.0％

一般会計
歳入

商工費
5.6％
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続
き
方
法

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請

書
と
、
左
記
の
い
ず
れ
か
を
山
口
市
役
所

本
庁
舎
（
山
口
総
合
支
所
）
1
階
9
番
窓

口
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
合
サ
ー
ビ
ス
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
①
介
護
保
険
証

（
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を

受
け
て
い
る
方
）
②
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
に
係
る
診
断
書
（
介
護
保
険
の
要
介

護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
）

※
詳
細
お
よ
び
申
請
に
係
る
様

式
等
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参

照
。
問

障
が
い
福
祉
課
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
６
１

中
原
中
也
記
念
館
休
館
の
お
知
ら
せ

中
原
中
也
記
念
館
休
館
の
お
知
ら
せ

施
設
・
設
備
の
改
修
工
事
、
展
示
替
え

等
の
た
め
、
11
月
30
日
（
月
）
〜
令
和
9

年
2
月
17
日
（
水
）
が
休
館
と
な
り
ま
す
。

問

中
原
中
也
記
念
館
☎
０
８
３
‐

９
３
２
‐
６
４
３
０

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

【
個
人
間
取
引
サ
イ
ト
に
も
注
意
！
】
フ
リ
マ

ア
プ
リ
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
は
、
運
営

会
社
で
は
な
く
利
用
者
同
士
が
取
引
を
行
う

場
所
を
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
は
利
用
で
き
ず
、
当
事
者
間
で
解

決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
防
止

の
た
め
、規
約
外
の
取
引
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
問

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
７
１
７
１

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

ド
参
照
。）・
山
口
市
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
相
談
電
話

０
９
０
‐

３
３
１
４
‐
８
７
３
０（
シ
ョ
ー

ト
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
可
）
問

子
育
て

保
健
課
家
庭
児
童
相
談
室
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
９
６
０

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

実
施
期
間
は
11
月
12
日
（
木
）
〜
25
日

（
水
）
で
す
。
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
・
性
暴
力
等
、
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
許
さ

れ
ま
せ
ん
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
▼
相
談
専
用
ダ
イ

ヤ
ル

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
４
３
▼

相
談
日
時

火
〜
土
曜
10
時
〜
16
時（
祝
日・

年
末
年
始
を
除
く
）
※
面
接
相
談
は
事
前

に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問
申
所

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
８
４
１

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
の
交
付

障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
の
交
付

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
方
で
、
障
害
者
控
除

の
対
象
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
交
付
す
る

も
の
で
す
。
所
得
税
ま
た
は
住
民
税
の
申

告
や
年
末
調
整
を
す
る
と
き
に
、
こ
の
認

定
書
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
本
人
ま
た
は

扶
養
者
が
、
障
害
者
控
除
や
特
別
障
害
者

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
▼
対

象
者

(
全
て
に
該
当
す
る
方
)
市
内
に
住
所

を
有
す
る
65
歳
以
上
の
方
／
寝
た
き
り
の

方
ま
た
は
精
神
も
し
く
は
身
体
に
何
ら
か

の
障
が
い
が
あ
り
な
が
ら
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
▼
手

市
民
対
象
の

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

市
民
対
象
の

弁
護
士
無
料
法
律
相
談

法
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
相
談
を
、
弁

護
士
が
お
受
け
し
ま
す
。
初
め
て
の
内
容
に

限
り
、
相
談
時
間
は
15
分
程
度
。
相
談
内
容

に
関
す
る
書
類
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

11
月
25
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

▼
場
所

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
2
階
（
移

動
が
困
難
な
場
合
は
、
予
約
時
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。）
▼
対
象

先
着
20
人
（
要
予
約
）

問
申

11
月
18
日
（
水
）
〜
24
日
（
火
）
に
市

民
相
談
室
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
８
６

友
好
都
市
ホ
ノ
ル
ル
市
へ
の

市
民
訪
問
団
募
集

友
好
都
市
ホ
ノ
ル
ル
市
へ
の

市
民
訪
問
団
募
集

友
好
都
市
で
あ
る
ホ
ノ
ル
ル
市
と
の
交

流
を
深
め
る
た
め
、
市
民
訪
問
団
を
派
遣
し

ま
す
。
▼
対
象

市
民
先
着
25
人
程
度
※
詳

細
は
左
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
期
間

令
和
9
年
1
月
13
日
（
水
）
〜
18
日
（
月
）

※
山
口
宇
部
空
港
集
合
・
解
散
▼
料
金

28
万
８
０
０
０
円
か
ら
（
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
、
渡
航
手
続
き
費
用
等
別
途
）
申

10
月

27
日
（
火
）
〜
11
月
20
日
（
金
）

に
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
し

込
み
。（
旅
行
行
程
詳
細
あ
り
）

※
申
込
前
に
詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
電

話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
問
（
株
）

エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
山
口
法
人
営
業
所
☎

０
５
０
‐
１
７
４
６
‐
３
８
９
３
山
口
市
・

　虐待というとひどい暴力などがイメージさ
れますが、殴る、怒鳴るの他にも世話の放棄
や本人のお金を勝手に使う等、日常生活の中
に潜んでいることがあります。障がい者に対
する虐待はその権利や尊厳を害するものであ
り、自立と社会参加の大きな妨げとなります。
地域の皆さんが「見逃さない・見過ごさない」
意識を持って虐待防止に取り組むことが大切
です。
　虐待かもしれないと思われたら、障がい者
虐待防止センターにご相談ください。通報さ
れた方の個人情報は守られます。

障がい者虐待を防ぎましょう

障がいを知り
　 共に生きる

問 障がい者虐待防止センター
　（障がい者基幹相談支援センター）
　☎ 083-934-2988

募
集

お電話での問い合わせが困難な方は、お名前、FAX番号を明記の上、下記まで
ご連絡ください。担当へおつなぎします。広報広聴課　　083-934-2643

暮
ら
し

▼
本
庁
舎
・山
口
（
〒
７
５
３
‐
８
６
５
０
亀
山
町
２
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
４
１
１
１
▼
阿
知
須
（
〒
７
５
４
‐
１
２
９
２
阿
知
須
２
７
４
３
）
☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐
４
１
１
１

▼
小
郡
（
〒
７
５
４
‐
８
５
１
１
小
郡
下
郷
６
０
９
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
７
３
‐
２
４
１
１　
　
▼
徳
地
（
〒
７
４
７
‐
０
２
９
２
徳
地
堀
１
５
６
１
‐
１
）
☎
０
８
３
５
‐
５
２
‐
１
１
１
１

▼
秋
穂
（
〒
７
５
４
‐
１
１
９
２
秋
穂
東
６
５
７
０
）
☎
０
８
３
‐
９
８
４
‐
２
１
２
１　
　
　
　
▼
阿
東
（
〒
７
５
９
‐
１
５
１
２
阿
東
徳
佐
中
３
４
１
７
‐
２
）
☎
０
８
３
‐
９
５
６
‐
０
１
１
１

本庁舎 ・

総合支所

防
災
行
政
無
線
等
に
よ
る

防
災
訓
練
実
施

防
災
行
政
無
線
等
に
よ
る

防
災
訓
練
実
施

【
緊
急
地
震
速
報
を
受
信
し
た
際
の
行
動
訓

練
】
速
報
が
流
れ
て
か
ら
、
強
い
揺
れ
が

来
る
ま
で
の
時
間
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。

こ
の
機
会
に
各
自
で
身
を
守
る
行
動
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
▼
日
時

11
月
５
日（
木
）

10
時
ご
ろ
▼
伝
達
方
法

①
防
災
行
政
無

線
…
電
子
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
「
３
秒
吹
鳴
後

２
秒
休
み
×
４
回
」、「
音
声
放
送
」②
モ
ー

タ
ー
サ
イ
レ
ン
（
山
口
・
小
郡
・
秋
穂
・

阿
知
須
地
域
）
…
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
の

吹
鳴
「
３
秒
吹
鳴
後
２
秒
休
み
×
４
回
」

【
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
】

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時

に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
で
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情

報
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す
る
た

め
の
試
験
を
行
い
ま
す
。
▼
日
時

11
月

11
日
（
水
）
11
時
ご
ろ
▼
伝
達
方
法

右

記
の
①
、
②
、
山
口
市
防
災
メ
ー
ル
、
山

口
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）、

山
口
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
字
幕
掲
載

問

防
災
危
機
管
理
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
２
３

子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

(児
童
虐
待
)

を
見
逃
さ
な
い
た
め
に

子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

(児
童
虐
待
)

を
見
逃
さ
な
い
た
め
に

11
月
は
「
秋
の
こ
ど
も
ま
ん
な
か
月
間
」

で
す
。
虐
待
が
疑
わ
れ
る
こ
ど
も
を
見
つ
け

た
と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
出
産
や
子
育
て
の
悩
み
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
匿
名
で
の
連
絡
が

可
能
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
【虐
待
の
例
】

長
時
間
泣
い
て
い
る
、
夜
に
一
人
で
外
に
出

さ
れ
て
い
る
、
体
や
服
が
汚
れ
て
い
る
な

ど
▼
連
絡
先

児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ

ヤ
ル
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）
※
24
時
間

対
応
・
最
寄
り
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り

ま
す
。
問

子
育
て
保
健
課
家
庭
児
童
相
談

室
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
６
０

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

あ
な
た
の

周
り
に
い
ま
せ
ん
か
？

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

あ
な
た
の

周
り
に
い
ま
せ
ん
か
？

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
家
事
や
き
ょ

う
だ
い
の
世
話
、
病
気
や
障
が
い
の
あ
る

家
族
の
支
援
な
ど
、
本
来
大
人
が
担
う
役

割
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も
の
こ

と
で
す
。
負
担
が
大
き
い
と
学
業
や
健
康

に
影
響
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
、
相
談
窓
口
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
▼
相
談
先

山
口
県
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
専
門
相
談
窓
口
０
１
２
０
‐
８
５

‐
１
１
７
７
、
つ
な
が
る
や
ま
ぐ
ち
Ｓ
Ｎ

Ｓ
相
談
（
次
ペ
ー
ジ
右
上
の
二
次
元
コ
ー

11 月 24 日 （火） から各種証明書や通知書等の様式および一部の文字が変わります

問 デジタル推進課 ☎ 083-934-2755

本市では、行政サービスの安定的かつ効率的な提供を目的として、「地方公共団体情報システ

ムの標準化に関する法律」に基づき、住民記録や税務などのシステムを国の標準仕様に準拠した

システムへ移行します。これに伴い、証明書や通知書などの様式が国の定める形式に準じたもの

になり、一部が変更となります。主な変更点についてお知らせします。

■各種証明書の様式変更
住民票の写し
　「前住所」欄の廃止など

　　（申し出により住所異動履歴の記載可）
印鑑登録証明書

　　「Ａ４横」から「Ａ４縦」へ
■世帯全員の証明書発行の廃止
　所得・課税証明書

　個人ごとの証明発行に統一するため、
      個人票 1 枚ごとに手数料が必要になり
 　  ます。　

■文字（デザイン）の変更
各種証明書や通知書で使用する文字を国の統一
文字規格である「行政事務標準文字」にするため、
名前や住所の文字の形（デザイン）が、一部変
わることがあります。漢字の意味や読み方が変
わるものではありません。

（文字構成要素の大きさの違い）

詳しくはこちらから▶
（市公式ウェブサイト）

■システム移行に伴う証明書のコンビニ交付休止

　11 月 23 日（月・祝）23 時～ 12 月 8 日（火）6 時 30

分は利用できません。

■各種通知書等の様式変更
納税通知書や介護保険被保険者証など

　　デザインやレイアウトの変更
　（現在お持ちの証書は有効期限内は、

　　 そのまま利用できます。）

【文字の形（デザイン）が変わる例】　

※休止期間は変更となる
　場合があります。
　最新の情報はこちらから ▶
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▲

①第１２次山口市交通安全計画 （案）

内容 本市の交通安全施策を総合的かつ計画的に推進し、交通事故のな
い安全で安心なまちづくりの実現を目指すための計画です。

担当課 生活安全課☎ 083-934-2986 083-934-2702
seikatu-a@city.yamaguchi.lg.jp

■募集期間　 ① 11 月 10 日（火）～ 12 月 10 日（木・必着）
　　　　　　②③ 11 月 27 日（金）～ 12 月 28 日（月・必着）
■閲覧場所　 各総合支所市政情報コーナー、各地域交流センターおよ

び分館、市立各図書館、担当課、またはウェブサイト
■意見提出　 来課、郵送、FAX、E メール等のいずれかで、〒住所、氏名、

タイトルを明記の上、意見を、担当課まで

り
良
く
す
る
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
８
０
０
字
以
内
の

作
文
に
ま
と
め
、
〒
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
環
境
政

策
課
（
〒
７
５
３
‐
８
６
５
０
亀
山
町
2

‐
1
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
６
９
９

kankyo@
city.yam

aguchi.lg.jp

２
０
２
７
年
を
漢
字
一
字
で

表
す
書
道
展
作
品
募
集

２
０
２
７
年
を
漢
字
一
字
で

表
す
書
道
展
作
品
募
集

優
秀
作
品
は
展
示
し
ま
す
。
▼
展
示

令

和
9
年
１
月
4
日（
月
）〜
2
月
28
日（
日
）

9
時
〜
17
時
※
火
曜
日
休
館
▼
対
象

市
内

の
小
学
５・
６
年
生
▼
応
募
作
品

新
年

２
０
２
7
年
を
表
す
漢
字
一
字
を
毛
筆
で

書
い
た
半
紙
１
枚
と
、
そ
の
漢
字
を
選
ん

だ
理
由
を
書
い
た
文
章
（
10
〜
30
字
）
申

市
内
小
学
校
お
よ
び
山
口
市
菜
香
亭
で
配

布
の
応
募
用
紙
を
付
け
て
、
各
学
校
で
取

り
ま
と
め
の
上
、
11
月
2
日
（
月
）
〜
30

日
（
月
）
に
文
化
交
流
課

問
所

山
口
市

菜
香
亭
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
３
３
１
２

市
民
農
園
を

開
設
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
民
農
園
を

開
設
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
民
農
園
を
開
設
・
運
営
し
、
農
業
の

魅
力
を
伝
え
る
農
家
の
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
開
設
時
に
は
、
農
園
整
備
に
係
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
▼
対
象

市

内
在
住
で
、
市
内
に
農
地
を
お
持
ち
の
方

問
申

農
業
振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４

‐
２
８
１
５

税
を
考
え
る
週
間

税
を
考
え
る
週
間

11
月
11
日
（
水
）
〜
17
日
（
火
）
は
「
税

を
考
え
る
週
間
」
で
す
。
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ
て
」
で

す
。
児
童・生
徒
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
「
税

に
関
す
る
作
品
」
の
優
秀
作
品
に
つ
い
て
、

租
税
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。【
租
税
作
品

展
】
▼
期
間

①
11
月
４
日
（
水
）
〜
12
日

（
木
）
②
11
月
17
日
（
火
）
〜
26
日
（
木
）

③
11
月
10
日
（
火
）
〜
17
日
（
火
）
▼
場

所

①
ゆ
め
タ
ウ
ン
山
口
②
サ
ン
パ
ー
ク
あ

じ
す
（
絵
は
が
き
、
書
写
、
作
文
、
税
の

標
語
の
優
秀
作
品
等
）
③
県
庁
１
階
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
（
書
写
、
作
文
の
県
優

秀
作
品
等
）
問

山
口
税
務
懇
話
会
（
事

務
局
山
口
税
務
署
）
☎
０
８
３
‐
９
２
２

‐
１
３
４
０

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
等
募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
等
募
集

▼
募
集
種
目

①
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
②
2
等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期
制

自
衛
官
）
問
申

①
推
薦
は
11
月
27
日（
金
）

ま
で
に
、
一
般
は
令
和
9
年
1
月
14
日

（
木
）
ま
で
に
②
11
月
26
日
（
木
）

ま
で
に
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド

ま
た
は
自
衛
隊
山
口
募
集
案
内

所
☎
０
８
３
‐
９
２
５
‐
８
２
３
１

令
和
９
年
度
ふ
る
さ
と
納
税

お
礼
の
品
の
募
集

令
和
９
年
度
ふ
る
さ
と
納
税

お
礼
の
品
の
募
集

令
和
９
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
「
ふ
る

さ
と
や
ま
ぐ
ち
寄
附
金
」
の
寄
附
者
に
贈

る
お
礼
の
品
を
募
集
し
ま
す
。
本
市
の
魅

力
を
全
国
に
発
信
で
き
る
特
産
品
や
サ
ー

ビ
ス
、
物
品
等
の
提
案
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
▼
募
集
期
間

①
令
和
９
年
４
月
か

ら
掲
載
希
望
の
場
合
は
令
和
９
年
１
月
14

日
（
木
）
ま
で
に
②
掲
載
希
望
時
期
の
な

い
場
合
は
随
時

問
申

来
課
、
電
話
、
Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
ふ
る
さ
と
産
業

振
興
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
８
１
２

furu@
city.yam

aguchi.lg.jp

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口

1
月
期
受
講
生
募
集

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口

1
月
期
受
講
生
募
集

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
就
職
を
目
指
し
ま

せ
ん
か
。
▼
募
集
コ
ー
ス

電
気
設
備
技
術

科
（
導
入
講
習
お
よ
び
企
業
実
習
付
き
）

▼
選
考
日

12
月
18
日
（
金
）
▼
受
講
期
間

令
和
９
年
１
月
６
日
（
水
）
〜
７
月
27
日

（
火
）
▼
対
象
者

転
職
・
再
就
職
を
お
考
え

の
方
、
求
職
さ
れ
て
い
る
方
、
予
定
の
あ

る
方
▼
料
金

無
料
（
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代

等
）
申

12
月
10
日（
木
）ま
で
に
、

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
※
詳

細
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

問
所

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
口
☎

② 第１１次山口市高齢者保健福祉計画 ・ 第１０次山口市介護
保険事業計画 （案）

内容
老人福祉法および介護保険法に基づき策定する計画で、本市の高
齢者保健福祉施策および介護保険事業に関する基本的考え方や目
標を定めるものです。

担当課 介護保険課☎ 083-934-2805 083-934-2669
kaigo@city.yamaguchi.lg.jp

③第６次山口市障害福祉計画 ・ 第４次山口市障害児福祉計画 （案）

内容 障害者総合支援法および児童福祉法に基づき策定する計画で、本市の
障害福祉サービス等の提供体制の確保に関する目標を定めるものです。

担当課 障がい福祉課☎ 083-934-2961 083-934-4142
syougai@city.yamaguchi.lg.jp

産
業

パブリック
コメント

（意見募集）
市民の皆さんの意見をお聞かせください ホ

ノ
ル
ル
市
友
好
都
市
市
民
訪
問
団
派
遣
事

業
実
行
委
員
会
事
務
局
（
国
際
交
流
課
）
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
２
５

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

▼
募
集
団
地
【
市
営
住
宅
】
山
口
…
鯖
山
・

折
本
・
宮
野
下
第
１
・
東
山
・
中
園
町
・

矢
原
、
南
部
…
大
正
町
、
徳
地
…
堀
、
阿

東
…
長
沢
【
単
身
申
込
可
能
住
戸
】
右
記

の
う
ち
、
山
口
…
折
本
・
宮
野
下
第
１
・

東
山
・
中
園
町
・
矢
原
、
南
部
…
大
正
町
、

徳
地
…
堀
【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】
山
口

…
佐
山
、
南
部
…
下
村
・
飛
石
【
地
域
優

良
賃
貸
住
宅
】
南
部
…
飛
石
▼
募
集
要
項
等

の
配
布

11
月
16
日
（
月
）
〜
26
日
（
木
）

▼
申
込
資
格

(
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
)
住

宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方
／

原
則
、
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
等
が
い

る
方
／
条
例
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当

す
る
方
／
申
込
者
、
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
等
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
▼
抽
選

日

12
月
４
日（
金
）※
申
し
込
み
の
な
か
っ

た
住
宅
は
、
12
月
11
日
（
金
）
か
ら
随
時

募
集
申
込
開
始
▼
入
居
時
期

令
和
９
年
１

月
14
日
（
木
）
〜
27
日
（
水
）

問
申

11
月

16
日
（
月
）
〜
26
日
（
木・消
印
有
効
）
に
、

来
課
ま
た
は
郵
送
で
、
所
定
の
様
式
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
建
築
課
☎
０
８
３

‐
９
３
４
‐
２
８
４
３
）
※
様
式
は
建
築

課
ま
た
は
各
土
木
事
務
所
等
で
配
布
。

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
募
集
団
地

大
内
御
堀
、
平
川
、
恋
路
、

赤
妻
、
平
井
、
上
東
、
吉
敷
木
崎
、
穂
積
※

申
込
者
が
募
集
戸
数
を
下
回
っ
た
団
地
は
再

募
集
予
定
。
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。
※
朝
田
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
は
随
時
受
付
中
（
別
途

申
込
条
件
あ
り
）。
▼
申
込
資
格

(
全
て
に

該
当
)
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の
親
族
が
い

る
方
／
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
／
収
入
基

準
に
該
当
す
る
方
／
申
込
者
お
よ
び
同
居
親

族
等
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
▼
入
居
予
定

時
期

令
和
9
年
1
月
下
旬

問
申

11
月
20
日

（
金
）
〜
30
日
（
月
・
消
印
有
効
）
に
、
持

参
ま
た
は
郵
送
で
、
所
定
の
様
式
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、（
一
財
）
県
施
設
管
理
財

団
山
口
支
所
（
〒
７
５
３
‐
０
０
２
１
桜

畠
三
丁
目
２
‐
１
県
宮
野
庁
舎
1
階
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
０
０
４
）
※
様
式
は

同
支
所
、
市
建
築
課
で
配
布
。

環
境
審
議
会
委
員
の
募
集

環
境
審
議
会
委
員
の
募
集

本
市
の
環
境
基
本
計
画
の
進
行
管
理
や
環

境
保
全
に
関
し
提
言
す
る
「
山
口
市
環
境
審

議
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
▼
任
期

令

和
９
年
４
月
〜
令
和
11
年
３
月
▼
対
象

満
18

歳
以
上
で
、
平
日
昼
間
に
開
催
の
会
議
（
年

３
回
程
度
）
に
出
席
で
き
る
市
民
若
干
名

（
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
常
勤
の
公

務
員
等
を
除
く
）

問
申

12
月
15
日
（
火
・

必
着
）
ま
で
に
、
来
課
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
「
山
口
市
の
環
境
政
策
へ
の

提
案
」
を
テ
ー
マ
に
、
山
口
市
の
環
境
を
よ

令和９年４月１日から
使用料 ・ 手数料を改定します

市議会１２月定例会日程 （予定）

■時間　各日10 時から
　　　  （10 日の予算決算委員会は本会議終了後）
　　　  ※日程や時間は変更することがあります。

市議会事務局 ☎ 083-934-2855

(1) ケーブルビジョンでは、一般質問や質疑
　の模様を放送しています。（10 時～ 17 時）
(2) インターネットでは、本会議開催日から
　１週間程度で録画配信を予定しています。閲覧にあたっ
　ては、山口市議会のウェブサイトからご覧ください。

テレビやインターネットでもご覧になれます。

問

期　日 内　容

場　所
山口市役所本庁舎
（山口総合支所）

６階

11月30日（月） 本会議（初日）
市議会議場12月7日（月）～

10日（木）
本会議

（一般質問・質疑）
10日（木） 予算決算委員会 会議室 603

14日（月） 教育民生委員会 第１委員会室
生活環境委員会 第２委員会室

15日（火） 総務委員会 第１委員会室
農林建設委員会 第２委員会室

17日（木） 予算決算委員会 会議室 603
21日（月） 本会議（最終日） 市議会議場

　改定後の使用料・手数料や対象施設の
一覧は、右の二次元コードからご確認く
ださい。※詳細については、各施設また
は担当課へお問い合わせください。

本市では、公共施設等における行政サービスを
安定して提供するとともに、利用する方と利用し
ない方との負担の公平性を確保するため、使用料・
手数料を設定しています。近年の物価上昇や人件
費の増加などにより、施設の運営等に係る費用が
増加していることから、改定することとしました。
今回の見直しを通じて、公共施設等における行

政サービスを将来にわたり維持し、皆さんに安心
してご利用いただける環境づくりにつなげていき
ますので、ご理解とご協力をお願いします。

問  財政課 ☎ 083-934-2750
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▼
日
時

11
月
28
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
15

時
30
分
（
13
時
受
け
付
け
開
始
）
▼
場
所

小
郡
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
講
師

堀
内
都

喜
子
氏
（
ラ
イ
タ
ー
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使

館
職
員
）
▼
定
員

先
着
80
人

問
申

11
月
20

日
（
金
）
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
小
郡
女

性
団
体
連
絡
協
議
会
☎
０
８
３
‐
９
７
２
‐

６
４
９
７
０
８
３
‐
９
７
３
‐
１
３
３
１

m
s-copix@

poem
.ocn.ne.jp

日
台
交
流
セ
ミ
ナ
ー

「多
民
族
国
家
の
台
湾
」

日
台
交
流
セ
ミ
ナ
ー

「多
民
族
国
家
の
台
湾
」

客は
っ
か家
の
歴
史
、
文
化
、
台
湾

と
日
本
の
絆
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。
※
詳
細
は
下
の
二

０
８
３
‐
９
２
２
‐
２
１
４
３

ミ
ド
ル
世
代
＆
シ
ニ
ア
世
代
の

た
め
の
企
業
面
談
会

ミ
ド
ル
世
代
＆
シ
ニ
ア
世
代
の

た
め
の
企
業
面
談
会

▼
日
時

11
月
17
日
（
火
）
13
時
〜
16
時
（
12

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）
▼
場
所

小
郡
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
▼
内
容

参
加
企

業
と
個
別
ブ
ー
ス
で
面
談
▼
対
象

お
お
む

ね
45
歳
以
上
の
求
職
者
▼
参
加
企
業

20
社
程

度
（
予
定
）

問
申

当
日
ま
で
に
、

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
参
加

申
込
書
（
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

等
掲
載
）
を
持
参
、
郵
送
、
電
話
の
い
ず
れ

か
で
株
式
会
社
日
本
マ
ン
パ
ワ
ー

（
〒
７
５
４
‐
０
０
４
１
小
郡
令
和
一
丁
目

１
‐
１
）
☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐
１
１
４
５

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
説
明
・
入
会
手
続
き

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
説
明
・
入
会
手
続
き

▼
日
時

12
月
8
日（
火
）13
時
30
分
〜
15
時
、

令
和
9
年
1
月
12
日
（
火
）
13
時
30
分
〜

15
時
※
開
始
時
間
を
過
ぎ
る
と
入
室
不
可
。

▼
場
所

山
口
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ
・
小
郡
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
同
時
開
催
）
▼
対
象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
健
康
な
方
▼
持

参
品

年
度
会
費
、
山
口
銀
行
口
座
番
号
問

山
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎

０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
３
９
６

山
口
県
最
低
賃
金
の
改
正

山
口
県
最
低
賃
金
の
改
正

▼
最
低
賃
金

1
時
間
１
１
０
１
円（
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
め
、
全
て
の
労
働
者
に

最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
が
支
払
わ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。）
▼
発
効
日

令
和
８
年
10

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
日
時

12
月
３
日

（
木
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
▼
場
所

山
口

市
社
会
福
祉
協
議
会
南
部
支
所
▼
内
容

最
期

ま
で
自
宅
で
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
〜

急
変
へ
の
備
え
と
安
心
の
在
宅
医
療
〜
▼
講

師

末
永
和
之
氏
（
す
え
な
が
内
科
在
宅
診

療
所
院
長
）
▼
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

あ
り

問
申

11
月
26
日
（
木
）
ま
で
に
、
山
口
市

介
護
者
の
会
事
務
局
（
山
口
市
社
会
福
祉
協

議
会
内
）
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
３
５
３
８

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

▼
会
場

①
山
口
会
場
（
山
口
し
あ
わ
せ
プ

ラ
ザ
）
②
小
郡
会
場
（
小
郡
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
）
③
訪
問
講
習
（
講
師
が
自
宅
を
訪
問

し
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
）
▼
日
時

①

11
月
20
日
、
12
月
4
日
、
18
日
、
令
和
9
年

1
月
15
日
（
い
ず
れ
も
金
曜
）
②
11
月
18
日
、

12
月
2
日
、16
日
、令
和
9
年
1
月
6
日
（
い

ず
れ
も
水
曜
）
10
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜

14
時
30
分
▼
料
金

①
②
２
０
０
０
円
③

２
５
０
０
円
◆
い
ず
れ
も
▼
持
参
品

パ
ソ

コ
ン
（
貸
出
可
・
別
途
２
０
０
円
）、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン

問
申

①
③
山
口
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐

５
３
９
６
②
山
口
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
小
郡
☎
０
８
３
‐
９
７
６
‐

１
１
７
０
※
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。

訪
問
型
ス
マ
ホ
教
室

訪
問
型
ス
マ
ホ
教
室

山
口
県
デ
ジ
タ
ル
技
術
振
興
財
団
の
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
事
業
と
し
て
、
説
明
員

月
８
日
（
木
）
問

山
口
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室
☎
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
７
２

自
分
ら
し
く
生
き
る

私
た
ち
の
挑
戦
！

自
分
ら
し
く
生
き
る

私
た
ち
の
挑
戦
！

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
と
も

に
学
び
、
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
▼
内
容

①

地
方
女
子
た
ち
の
選
択
〜
選
ば
れ
る
地
域
に

す
る
に
は
〜
②
選
び
た
く
な
る
地
域
っ
て
、

ど
ん
な
地
域
！
〜
私
た
ち
の
提
案
〜
▼
日
時

11
月
21
日
（
土
）
12
時
45
分
〜
16
時
▼
場
所

カ
リ
エ
ン
テ
山
口
▼
講
師

①
上
野
千
鶴
子
氏

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ア
ク

シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
元
理
事
長
）
②
杉
山

裕
子
氏
（
有
限
会
社
ケ
イ
・
ア
ン
ド
・
ワ
イ

代
表
）
▼
定
員

①
先
着
１
０
０
人
②
先
着
60

人
▼
参
加
費

何
講
座
受
け
て
も
一
律
５
０
０

円
（
学
生
は
無
料
）
▼
そ
の
他

要
約
筆
記
あ

り
申

11
月
7
日
（
土
）
ま
で
に
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
の
い
ず
れ
か
で
、
や
ま

ぐ
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
コ
ー

０
８
３
‐

９
２
３
‐
９
８
３
３

v-kayo@
c-able.

ne.jp

問

や
ま
ぐ
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
コ
ー

代
表
０
９
０
‐
１
３
３
８
‐
２
０
５
８

講
演
会

「フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

幸
せ
の
メ
ソ
ッ
ド
」

講
演
会

「フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

幸
せ
の
メ
ソ
ッ
ド
」

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
生
き
生
き
と
活
躍
す

る
女
性
た
ち
を
支
え
る
取
り
組
み
の
先
進
国

で
す
。と
も
に
国
際
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

会計年度任用職員の登録と募集について

講
座

次
元
コ
ー
ド
参
照
。▼
日
時

11
月
14
日（
土
）

14
時
30
分
か
ら
▼
場
所

旧
県
会
議
事
堂
▼

対
象

先
着
１
５
０
人
程
度
▼
講
師

庄し
ょ
う
の野

(

蕭し
ゃ
お)

庸や
す
お雄
氏
（
西
日
本
台
湾
客
家
同
郷

會か
い

會
長
）
▼
料
金

２
０
０
０
円
（
大
学
生

以
下
無
料
）
※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
懇
親

会
開
催
（
別
途
９
０
０
０
円
）

問
申

懇
親

会
参
加
は
11
月
6
日
（
金
）
ま
で
に
、
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
で
、
台
湾
友

好
倶
楽
部
相
嶋
さ
ん
０
８
０
‐

４
５
５
６
‐
４
５
７
４

山
口
市
介
護
者
の
会

「介
護
講
演
会
」

山
口
市
介
護
者
の
会

「介
護
講
演
会
」

在
宅
介
護
と
生
活
を
支
え
る
訪
問
診
療
・

医
療
に
つ
い
て
、
現
場
の
医
師
か
ら
お
話
を

が
訪
問
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
の

説
明
や
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
▼
日
時

11

月
2
日
（
月
）
〜
令
和
9
年
1
月
29
日
（
金
）

の
希
望
日
時
（
10
時
〜
18
時
の
間
で
60
分
）

▼
場
所

受
講
者
の
自
宅
ま
た
は
指
定
場
所（
市

内
に
限
る
、
飲
食
店
除
く
）
▼
対
象

市
内
在

住
で
受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
方
先
着
20
組
（
1
組
3
人
ま
で
）
▼

講
師
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社
▼
持
参
品

ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
貸
出
可
）
※
利
用
中
の
携
帯
会

社
は
問
い
ま
せ
ん
。

問
申

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
電
波
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
０
１
２
０
‐
９
２
９
‐

５
６
０
（
10
時
〜
19
時
、
土
日
祝
含
む
）

第
5
回
聞
こ
え
の
サ
ロ
ン

第
5
回
聞
こ
え
の
サ
ロ
ン

▼
日
時

11
月
17
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
15

時
▼
内
容

緊
急
通
報
で
慌
て
な
い
た
め
に

用
意
し
て
お
く
こ
と
▼
対
象
「
聞
こ
え
」
で

お
困
り
の
方
、
ご
家
族
、
関
心
の
あ
る
方

▼
定
員

先
着
20
人
▼
持
参
品

筆
記
用
具
▼

そ
の
他

第
１
回
か
ら
参
加
さ
れ
て
い
な
い

方
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
申
所

開
催
前
日

ま
で
に
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
氏
名
、
連
絡
方
法

を
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ら
さ
ぎ
会
館
☎

０
８
３
‐
９
２
２
‐
３
６
６
６
０
８
３

‐
９
２
２
‐
３
６
６
９

s-youyaku@
yshakyo.or.jp

手
話
体
験
講
座

手
話
体
験
講
座

▼
日
時

11
月
27
日
（
金
）
18
時
30
分
〜
20

時
▼
場
所

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ら
さ
ぎ

会
館
▼
講
師

山
口
手
話
友
の
会
▼
定
員

先

任用制度等について

登録方法

職員課 ☎ 083-934-2727問

令和９年４月１日任用の会計年度任用職員の募集

　　会計年度任用職員とは、業務繁忙期や職員に欠員が生じたときなどに、職員の補助として１会計年度内を任期
として任用される非常勤の公務員です。勤務を希望する方は、下記により登録・応募をしてください。なお、募
集職種や報酬、登録方法等の各種詳細については、右の二次元コードからご確認ください。

　　あらかじめ希望する勤務時間・勤務地等を登録していただき、必要に応じて条件に合う方を登録者の中
から選考し、任用するものです。登録の有効期間は１年間で、随時受け付けています。

　※ご登録いただいても、登録期間中に連絡がない場合があります。

　　市公式ウェブサイト掲載または市販の履歴書に、希望する「職種」、「勤務形態」（週 20 時間以上また
は 20 時間未満）、「勤務地域」、必要事項を記入し、写真を貼付の上（障がい者の方は手帳の写しも添付）、
持参または郵送で、希望する職種の担当課へ提出してください。

令和９年４月１日から任用する会計年度任用職員を現在募集しています。右上の二次元コードからご確認くだ
さい。※申込期限があります。
■任用期間 令和９年４月１日（木）～令和 10 年３月 31 日（金）
■選考方法 書類審査・面接
■申込期限 令和９年１月８日（金・必着）までに上記の登録方法で希望する業務の担当課に提出

リサイクルプラザ

　　12月のアイデア講座

講座名 期日

たのしい縫い物
（さげもん、干支のひつじ） 1（火）、22（火）

さき織り（風船たたみの巾着袋） 3（木）、10（木）

モチーフ編み
（すずらんのチャーム） 4（金）、18（金）

かんたんリフォーム
（セーターから手さげ）

4、11、18
（いずれも金曜）

やさしい絵てがみ
（干支のカレンダー） 5（土）

布ぞうり 5（土）
卓上さき織り

（クリスマスタペストリー） 8（火）、23（水）

モラ（干支 ひつじの額） 15（火）

つまみ細工（正月飾り） 15（火）、22（火）

和服に親しむ（お正月の着付け） 16（水）

問 やまぐちエコ倶楽部（大内御堀 10489-8）
☎ 083-927-7122  ●時間 10 時 ～ 12 時 ●料金  無料

※ 講座の詳細は、右の二次元コードからご確認くださ
い。フリーマーケットやおもちゃの病院の情報も発
信しています。
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連
絡
先
、
年
齢
を
山
口
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
７
２
１
１

０
８
３
‐
９
２
４
‐
１
３
９
８

働
く
婦
人
の
家
講
座

働
く
婦
人
の
家
講
座

【
お
や
こ
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
】
▼
日
時

12
月
6

日
（
日
）
11
時
〜
14
時
30
分
▼
内
容

①
リ
ー

ス
②
紙
粘
土
で
つ
く
る
ス
イ
ー
ツ
③
フ
ェ
ル

ト
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ー
ト
④
カ
ー
ド

⑤
缶
バ
ッ
ジ
⑥
こ
ど
も
防
災
教
室
⑦
ク
レ
ー

ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

（
13
時
30
分
〜
14
時
20
分
）
⑧
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
▼
対
象

小
学
生
ま
で
の
保
護
者
と
子

ど
も
50
組
（
①
〜
⑦
の
み
）
▼
料
金

①
②
③

６
０
０
円
④
⑤
⑥
⑧
３
０
０
円
⑦
無
料
※
各

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
阿
知
須
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
６
‐
６
５
‐

２
０
２
２

ajisu@
city.yam

aguchi.
lg.jp紅

葉
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー

in
ニ
ッ
セ
イ
徳
地
の
森

紅
葉
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー

in
ニ
ッ
セ
イ
徳
地
の
森

▼
日
時

11
月
15
日
（
日
）
9
時
〜
15
時

▼
場
所

徳
地
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
八
坂
分

館
※
現
地
ま
で
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
移
動
▼

定
員

先
着
20
人
▼
内
容

森
の
案
内
人
の

ガ
イ
ド
で
滑
山
国
有
林
内
の
「
ニ
ッ
セ
イ

徳
地
の
森
」
ま
で
散
策
し
、
森
林
づ
く
り

体
験
や
巨
樹
見
学
を
楽
し
み
ま
す
。
▼
料

金

無
料
（
弁
当
付
き
）
※
詳
細

は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

問
申

11
月
9
日
（
月
）
ま
で
に
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
山
口
☎
０
８
３
５
‐
５
６

‐
５
２
３
４

ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
教
室

ピ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
教
室

▼
日
時

11
月
19
日
、
26
日
、
12
月
3
日
、

10
日
（
い
ず
れ
も
木
曜
）
9
時
30
分
〜
11

時
▼
講
師

飯
田
優
氏(

Ｒ
Ｐ
Ｏ
認
定
コ
ー

チ)

▼
定
員

先
着
20
人
（
最
低
決
行
人
数

10
人
）
▼
料
金

全
4
回
８
８
０
０
円
（
保

険
料
込
）

問
申
所

11
月
3
日

（
火
・
祝
）ま
で
に
、
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
、山
口
南
総
合
セ
ン

タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
７
２
‐
８
３
３
３

人
形
劇
団
む
す
び
座

「ニ
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅
」

人
形
劇
団
む
す
び
座

「ニ
ル
ス
の
ふ
し
ぎ
な
旅
」

い
た
ず
ら
ば
か
り
し
て
い
た
ニ
ル
ス
の

問

古
熊
神
社
☎
０
８
３
‐

９
２
２
‐
０
８
８
１
※
詳
細
は
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

ず
っ
と
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

サ
ー
ビ
ス
体
験
会

ず
っ
と
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

サ
ー
ビ
ス
体
験
会

高
齢
者
向
け
に
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）

向
上
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
を
体
験
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
▼
日
時

11

月
25
日
（
水
）
9
時
30
分
〜
13
時
▼
場
所

湯
田
温
泉
こ
ん
こ
ん
パ
ー
ク
▼
内
容

体
を

動
か
す
複
数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、
健

康
に
関
す
る
測
定
や
脳
ト
レ
、
趣
味
、
生

活
に
役
立
つ
講
座
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
対
象

市

内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
の
う
ち
、
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
問

株
式
会

社
Ｙ
Ｍ
Ｆ
Ｇ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
プ
ラ
ニ
ン
グ
☎

０
８
３
‐
２
２
３
‐
４
２
０
２

基
礎
か
ら
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

基
礎
か
ら
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

▼
日
時

11
月
28
日
、12
月
12
日
、19
日
、

令
和
9
年
1
月
9
日
（
い
ず
れ
も
土

曜
）
10
時
〜
12
時
※
少
雨
開
催
▼
場
所

阿
知
須
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
※
11
月
28

日
は
き
ら
ら
博
記
念
公
園
東
駐
車
場
▼

定
員

先
着
20
人
▼
講
師

山
本
陸
記
氏

（
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
公
認
マ
ス
タ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
）
▼

料
金

1
回
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※
ポ
ー
ル
の
無
料
貸
し
出
し
あ
り
。

問
申

各
開
催
日
の
2
日
前
ま
で
に
、

着
20
人

問
申

11
月
13
日
（
金
）

ま
で
に
、
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
氏

名
、
連
絡
先
、
年
齢
を
山
口
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐

７
２
１
１
０
８
３
‐
９
２
４
‐
１
３
９
８

音
声
訳
体
験
講
座

音
声
訳
体
験
講
座

▼
日
時

11
月
19
日
（
木
）
13
時
30
分
〜
15

時
30
分
▼
場
所

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ら

さ
ぎ
会
館
▼
講
師

平
﨑
貴
昭
氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
▼
定
員

先
着
20
人

問
申

11
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
、
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
、
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
、
氏
名
、

コ
ー
ナ
ー
要
申
し
込
み

【
ク
リ
ス
マ
ス
・
正
月
の
寄
せ
植
え
】
▼
日
時

12
月
18
日
（
金
）
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

▼
講
師

桝
永一郎
氏
（
ひ
と
は
な
オ
ー
ナ
ー
）

▼
定
員

先
着
20
人
▼
料
金

４
５
１
０
円

【
男
性
の
料
理
教
室
】
▼
日
時

11
月
29
日
、

12
月
20
日
、
令
和
9
年
1
月
17
日
、
2
月

14
日
、
3
月
28
日
（
い
ず
れ
も
日
曜
）
▼
内

容

料
理
の
基
礎
を
学
ぶ
（
応
用
編
）
▼
対
象

男
性
先
着
20
人
▼
講
師

上
杉
照
子
氏
（
栄
養

士
）
▼
料
金

８
６
２
５
円

問
申
所

開
催
日

の
1
週
間
前
ま
で
に
、
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
、
来
所
、
往
復
は
が
き

の
い
ず
れ
か
で
、
〒
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
講
座
名
等
、
託
児
の
有

無
（
生
後
6
カ
月
以
上
、
1
講
座
に
つ
き

４
０
０
円
）、
働
く
婦
人
の
家
（
〒
７
５
３

‐
０
０
５
６
湯
田
温
泉
五
丁
目
1
‐
1
）

☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐
１
９
２
９

山
口
大
学
公
開
講
座

山
口
大
学
公
開
講
座

【
山
口
の
電
波
望
遠
鏡
で
見
る
宇
宙
の
姿
】

▼
日
時

11
月
21
日
（
土
）
10
時
〜
12
時
▼
場

所

山
口
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
▼
対
象

先

着
36
人
▼
講
師

藤
澤
健
太
氏
（
大
学
院
創

成
科
学
研
究
科
（
理
学
）・
教
授)

ほ
か
▼
料

金

１
６
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

問
申

11
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
、
山
口
大

学
地
域
未
来
創
生
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
３
３
‐
５
０
５
９
（
平
日
９

時
〜
17
時
）
※
講
座
の
詳
細
は

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

山
口
天
神
祭

山
口
天
神
祭

▼
日
時

11
月
23
日
（
月
・
祝
）
13
時
〜
16

時
▼
場
所

古
熊
神
社
〜
中
心
商
店
街
〜
山

口
駅
通
り
〜
古
熊
神
社
▼
内
容

室
町
時
代

の
御
鎮
座
以
来
６
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇

る
、
山
口
の
晩
秋
を
彩
る
お
祭
り
で
す
。
天

神
さ
ま
と
親
し
ま
れ
る
菅
原
道
真
公
の
御
神

体
を
お
乗
せ
し
た
御
網
代
車
（
牛
車
）
の
前

後
を
、騎
馬
の
警
護
や
大
名
行
列
が
連
な
り
、

時
代
絵
巻
さ
な
が
ら
の
姿
で
市
内
を
巡
幸
し

ま
す
。
16
時
に
は
古
熊
神
社
に
て
餅
ま
き
を

行
う
予
定
で
す
。
※
当
日
は
、
交
通
規
制
を

行
い
ま
す
。
詳
細
は
左
の
地
図
参
照
。

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

イ
ベ
ン
ト

山口情報芸術センター［YCAM］スタジオC
1作品 :500円（一律）

場所

料金

上映日時
11/28( 土 )
10:30「めぐりあい」12:35「伊豆の踊子」
11/29( 日 )
10:30「伊豆の踊子」／ 12:00 トークイベント※
13:20「めぐりあい」

伊豆の踊子

場所

料金

11/28( 土 )
10:30「めぐりあい」12:35「伊豆の踊子」
11/29( 日 )
10:30「伊豆の踊子」／ 12:00 トークイベント※
13:20「めぐりあい」

山口情報芸術センター ［YCAM］

☎ 083-901-2222

青春小説の名作として知ら
れる川端康成の同名小説の
映画化。旅芸人の踊子役を
演じた山口百恵は 1970 年
代のアイドル歌手で、絶大
な人気を誇っていた。相手

役となる一高生役は公募され、まだ無名だった三
浦友和が抜擢された。（1974 年／ 82 分／監督：
西河克己）※同じ事業として黒沢年男、酒井和歌
子出演「めぐりあい」（1968 年／ 92 分）も上映。

「伊豆の踊り子」1974 年 東宝 = ホリプロ

令和 8 年度優秀映画鑑賞推進事業

成
長
と
冒
険
の
物
語
。
動
物
た
ち
の
躍
動

感
、
美
し
い
自
然
を
、
迫
力
あ
ふ
れ
る
大

型
人
形
劇
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
表
現
し
ま

す
。
※
詳
細
は
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
参
照
。
▼
日
時

11
月
28

日
（
土
）
14
時
開
演
（
13
時
30

分
開
場
）▼
場
所

山
口
市
民
会
館
大
ホ
ー

ル
▼
料
金

(
全
席
自
由
)

前
売
一
般

３
５
０
０
円
・
ａ
ｎ
ｙ
会
員
３
０
０
０

円
・
25
歳
以
下
２
０
０
０
円
／
当
日
一

般
４
０
０
０
円
・
25
歳
以
下
２
５
０
０
円

※
3
歳
以
上
有
料
（
有
料
託
児
あ
り
）

問
申

山
口
市
文
化
振
興
財
団
☎
０
８
３

‐
９
２
０
‐
６
１
１
１

山
口
線
鉄
道
遺
産
バ
ス
ツ
ア
ー

山
口
線
鉄
道
遺
産
バ
ス
ツ
ア
ー

新
山
口
〜
徳
佐
間
の
鉄
道
構
造
物
お
よ

び
関
連
施
設
を
バ
ス
で
巡
り
、
山
口
線
の

歴
史
と
文
化
財
的
価
値
を
学
び
ま
す
。
※

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
）
で
公
開
し
ま
す
。
▼
日
時

12
月

1
日（
火
）9
時
〜
16
時
▼
定
員

20
人（
抽

選
）
問
申

11
月
17
日
（
火
）
〜
23
日
（
月・

祝
）
ま
で
に
、
小
郡
文
化
資
料
館
☎

０
８
３
‐
９
７
３
‐
７
０
７
１

伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
な
び
館

マ
ン
ス
リ
ー
企
画
・
体
験
講
座

伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
な
び
館

マ
ン
ス
リ
ー
企
画
・
体
験
講
座

【
体
感
！
秋
の
伝
承
も
の
づ
く
り
展
】
も
の

づ
く
り
教
室
Ｏ
Ｂ
会
・
工
房
の
作
品
発
表

会
を
開
催
し
ま
す
。
▼
日
時

10
月
30
日

（
金
）
〜
11
月
23
日
（
月
・
祝
）
９
時
〜

17
時

問
所

山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合

セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
２
８
‐

申 市公式ウェブサイトの電子申請フォームから、
11 月 25 日（水）17 時までにお申し込みください。
※電子申請フォームおよび詳細は市公式ウェブサイト

「第 22 回山口市駅伝競走大会の開催について」
（右下の二次元コード）をご参照ください。

山口市駅伝競走大会参加チーム募集

■日時　令和 9 年 1 月 17 日（日）
　　　　9 時 30 分および 11 時スタート
■場所　山口きらら博記念公園
■対象　市内に在住・在勤・在学の中学生以上
　　　　により編成されたチーム
■部門　 （５区間 総延長 14.7km）
　　　   ・9 時 30 分スタート…体協の部、一般 1 部
　　　   ・11 時スタート…一般 2 部
※選手登録は、部門に限らず 1 人につき 1 チームのみ
※一般 1 部と２部は、申し込み状況、各チームの目標
　タイムにより主催者で調整
■料金 １チーム 5,000 円（高校生単独チームは 3,000 円、
              地区体協代表チームと中学生単独チームは無料）

交通規制図 ※■の区間で一時車両等通行規制有

市民会館

裁判所

山口市役所

）
町
新
（

御旅所

13時出発
16時到着

行列合流
13時20分

14時20分 （中市）（米屋町） 辻
の
札

15時00分到着

15時40分出
発

（西門前）

山口駅 古熊神社

204

八坂神社
13時出発

）通
駅
（

り

（大市）（道場門前）

14時40分

白石地域
交流センター

15 時到着
15 時 30 分出発

14
時
30
分

● 山口市役所

問 スポーツ交流課☎ 083-934-2875

（35 ミリフィルム上映）

※登壇 :村岡由佳子（映写技師）
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３
３
３
３
【
ミ
ニ
門
松
作
り
体
験
】
▼
日

時

12
月
20
日
（
日
）
10
時
〜
12
時
▼
定
員

20
人
（
抽
選
）
▼
料
金

１
３
０
０
円
（
一

対
は
２
５
０
０
円
）

問
申
所

11
月
29
日

（
日
）
ま
で
に
、
山
口
ふ
る
さ
と
伝
承
総

合
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐
９
２
８
‐

３
３
３
３

映
画
上
映
会

「免
許
返
納
⁉
」

映
画
上
映
会

「免
許
返
納
⁉
」

▼
日
時

11
月
3
日
（
火
・
祝
）
①
10
時
〜

12
時
②
14
時
〜
16
時
▼
対
象

小
学
生
以

上
▼
前
売
料
金

一
般
１
５
０
０
円
／
シ

ニ
ア
・
ａ
ｎ
ｙ
会
員
１
２
０
０
円
／
学
生

８
０
０
円
※
シ
ニ
ア
は
60
歳
以
上
の
方
が

対
象
、
ａ
ｎ
ｙ
会
員
は
２
枚
ま
で
購
入
可

能
、
未
就
学
児
の
入
場
不
可

問
申
所

山

口
市
民
会
館
☎
０
８
３
‐
９
２
３
‐

１
０
０
０

マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
「
４
３
２
１
」
開
催
！

マ
ル
シ
ェ
イ
ベ
ン
ト
「
４
３
２
１
」
開
催
！

毎
月
第
4
日
曜
日
に
、
県
内
の
農
水
産

物
な
ど
が
集
ま
る
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
！
11

月
は
、「
薬
膳
茶
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
開
催
。
薬
膳
茶
を
知
ら
な
い
人
も
楽
し

く
学
べ
ま
す
。
出
店
者
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
申
し
込
み
方
法
な
ど
の
最
新
情
報

は
、
下
の
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
で
随
時
お
知
ら
せ
。
▼
日
時

11
月
22
日
（
日
）
10
時
〜
14
時

▼
場
所

湯
田
温
泉
こ
ん
こ
ん
パ
ー
ク
▼

講
師

小
林
愛
子
氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
）
問

４
３
２
１
運
営
事
務
局
（
株

式
会
社
オ
オ
バ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
内
）

konkon_4321@
ohba-cr.co.jp

子
育
て
世
帯
の
家
計
を
応
援
！

子
育
て
世
帯
の
家
計
を
応
援
！

食
料
品
等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
、
日
常
生
活
に
お
い
て
経
済
負
担
が
増

し
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
家
計
を
応
援
す

る
た
め
、
市
内
で
使
用
で
き
る
商
品
券
を

配
布
し
ま
す
。
▼
配
布
物

児
童
1
人
当
た

り
５
０
０
０
円
分
の
商
品
券
（
１
０
０
０

円
券
ｘ
5
枚)

▼
対
象

高
校
生
以
下
（
18

歳
以
下
）
の
児
童
の
い
る
世
帯
※
令
和
８

年
９
月
１
日
時
点
▼
使
用
可
能
な
店
舗

市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
▼
配
布
時
期

令
和
８
年
11
月
上
旬
以
降
に
郵
送
▼
使
用

期
限

令
和
９
年
２
月
28
日
（
日
）
ま
で
※

詳
細
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
問

こ
ど
も
未
来
課
☎
０
８
３
‐

９
３
４
‐
２
７
９
７

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
休
日
会
員
登
録
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
休
日
会
員
登
録
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

は
子
育
て
の
援
助
を
し
た
い
方
と
援
助

を
受
け
た
い
方
が
会
員
に
な
り
、
有
料

で
子
育
て
を
助
け
合
う
組
織
で
す
。
通

常
、
会
員
登
録
は
平
日
の
み
で
す
が
、

休
日
に
受
け
付
け
を
実
施
し
ま
す
。
当

日
は
14
ペ
ー
ジ
記
載
の
「
お
や
こ
ふ
れ

あ
い
ひ
ろ
ば
」
も
開
催
し
ま
す
。
▼
日
時

12
月
６
日
（
日
）
10
時
〜
15
時
▼
場
所

県
婦
人
教
育
文
化
会
館
▼
持
参
品

写
真

（
会
員
登
録
を
す
る
保
護
者
の
も
の
縦
３

㎝
×
横
２
㎝
）
問

山
口
市
フ
ァ
ミ
リ
ー・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
３
‐

９
２
８
‐
４
１
５
０

ふ
く
ら
む
絵
具
で
も
こ
も
こ
ア
ー
ト

ふ
く
ら
む
絵
具
で
も
こ
も
こ
ア
ー
ト

第
13
回
や
ま
ぐ
ち
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
大
賞
受
賞
者
の
吉よ
し
だ田
朱あ
か
り里
さ
ん
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

も
こ
も
こ
ふ
く
ら
む
絵
具
を
使
っ
て

キ
ャ
ン
バ
ス
に
絵
を
描
き
ま
す
。
▼
日
時

11
月
21
日
（
土
）
9
時
30
分
〜
11
時
30

分
▼
場
所

Ｃ
・
Ｓ
赤
れ
ん
が
▼
料
金

１
０
０
０
円
▼
対
象

５
歳
以
上
先
着
15

人
（
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
）
▼
持
参

品

鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム

問
申

前
日
ま
で

に
電
話
も
し
く
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
連
絡
先
を
文
化
交
流
課

☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
１
７

bunka@
city.yam

aguchi.lg.jp

れ
き
み
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー

れ
き
み
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ー

毎
月
第
3
日
曜
日
は
、
れ
き
み
ん
フ
ァ

ミ
リ
ー
デ
ー
！
子
ど
も
向
け
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
や
昔
の
く
ら
し
を
体
験
で
き
ま

す
。
▼
日
時

11
月
15
日
（
日
）
10
時
〜
12

時
、
13
時
〜
15
時
▼
内
容
「
さ
お
ば
か
り
」

問
所

歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
８
３
‐

９
２
４
‐
７
０
０
１

竹
炭
・
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

づ
く
り
＆
樹
木
博
士
体
験

竹
炭
・
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

づ
く
り
＆
樹
木
博
士
体
験

地
球
温
暖
化
対
策
に
向
け
た
取
り
組
み

ごみ収集車から出火！原因は？

８月１７日に大歳地域で 「金属 ・ 小型家電製品」 を

収集していた車両の出火事故が発生しました。

充電式電池が内蔵されたハンディファンから出火した

と考えられます。

問　資源循環推進課☎ 083-941-2185

充電式電池が内蔵されて
取り外せない製品は、電

池を使い切ってからごみ
集積所に出してください。

詳細は
こちら▼

子
育
て

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の

所

在
・
連

絡

先

は
18
ペ
ー
ジ
下
参
照

なるべく、 地域交流センター等に設置の小型家電

回収ボックスをご利用ください。

小型家電回収ボックス
に出す場合は、電池切
れの状態にする必要は
ありません。

談
の
上
、
接
種
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
場
合
は
対
象
。）
で
令
和
8
年
度
に

65
歳
、70
歳
、75
歳
、80
歳
、85
歳
、90
歳
、

95
歳
、
１
０
０
歳
に
な
る
方
（
70
歳
以
上

は
令
和
11
年
度
ま
で
の
経
過
措
置
）・
接

種
日
時
点
で
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
よ
り
免
疫
機
能
に
日
常
生

活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い

を
有
す
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
の

写
し
ま
た
は
診
断
書
が
必
要
）
▼
自
己
負

担
金

生
ワ
ク
チ
ン
２
６
６
０
円
、
組
換

え
ワ
ク
チ
ン
６
６
２
０
円
／
回
※
「
医

療
依
頼
証
兼
生
活
保
護
費
受
給
証
」
を
提

示
さ
れ
た
生
活
保
護
の
方
、「
中
国
残
留

邦
人
等
支
援
給
付
金
等
の
支
援
決
定
が
さ

れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
本

人
確
認
証
」
を
提
示
さ
れ
た
中
国
残
留
邦

人
の
方
は
無
料
。
▼
接
種
場
所

各
実
施
医

療
機
関
問

各
保
健
セ
ン
タ
ー

ぼ
く
・
わ
た
し
の

お
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

ウ
ェ
ブ
投
票

ぼ
く
・
わ
た
し
の

お
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

ウ
ェ
ブ
投
票

小
中
学
生
対
象
の
「
第
21
回
ぼ
く
・

わ
た
し
の
お
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞

作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。
募
集
の
テ
ー

マ
「
朝
が
楽
し
み
に
な
る
ワ
ク
ワ
ク

朝
ご
は
ん
の
お
か
ず
」
に
つ
い
て
、
多

く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
朝
ご
は
ん
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
最
優
秀
賞
と
優
秀

賞
を
投
票
で
決
定
し
、
12
月
（
予
定
）

に
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お

よ
び
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

で
発
表
し
ま
す
。
※
下
の

「
４
パ
ー
ミ
ル
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
を
体

験
し
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
学

べ
ま
す
。
▼
日
時

12
月
５
日
（
土
）
13

時
〜
16
時
※
雨
天
決
行
、
内
容
に
変
更
あ

り
▼
場
所

旧
串
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
▼

内
容

竹
炭
・
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
づ
く
り

＆
子
ど
も
樹
木
博
士
体
験
▼
対
象

市
内

小
学
生
以
上
の
親
子
先
着
15
組
30
人
程

度
▼
持
参
品
等

軍
手
、
動
き
や
す
く
汚

れ
て
も
い
い
服
装

問
申

11
月

27
日
（
金
）
ま
で
に
、
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
電
話
で
、

温
暖
化
と
め
る
っ
ち
ゃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

ま
ぐ
ち
事
務
局
（
環
境
政
策
課
内
）
☎

０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
６
８
７

山
口
ふ
れ
あ
い
館

小
学
生

カ
ラ
オ
ケ
大
会
出
場
者
募
集

山
口
ふ
れ
あ
い
館

小
学
生

カ
ラ
オ
ケ
大
会
出
場
者
募
集

▼
日
時

11
月
29
日
（
日
）
1
〜
3
年
生

…
10
時
〜
12
時
30
分
、
4
〜
6
年
生
…
13

時
30
分
〜
16
時
▼
対
象

小
学
生
▼
定
員

先
着
各
20
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）
▼
料

金

１
５
０
０
円
（
入
賞
、
参
加
賞
あ
り
）

▼
発
表
曲

１
人
１
曲
、
フ
ル
コ
ー
ラ
ス

※
ル
ー
ル
の
詳
細
は
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
参
照
。

問
申
所

11

月
１
日
（
日
）
９
時
か
ら
、
山

口
ふ
れ
あ
い
館
☎
０
８
３
‐
９
２
３
‐

３
３
５
１

が
ん
検
診
の
実
施
期
間
が

終
了
間
近
で
す

が
ん
検
診
の
実
施
期
間
が

終
了
間
近
で
す

▼
期
間

12
月
20
日
（
日
）
ま
で
※
子
宮

が
ん
、
乳
が
ん
検
診
は
令
和
9
年
2
月
28

日
（
日
）
ま
で
▼
場
所

各
検
診
実
施
医
療

機
関
（
医
療
機
関
に
よ
っ
て
予
約
が
必
要

な
場
合
が
あ
る
た
め
、
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
要
事
前
確

認
）
▼
対
象

40
歳
以
上
（
昭
和

62
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
、

職
場
・
施
設
等
で
検
診
・
人
間
ド
ッ
ク
を

受
け
る
機
会
の
な
い
方
※
子
宮
が
ん
検
診

は
20
歳
以
上
（
平
成
19
年
4
月
1
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
）
問

各
保
健
セ
ン
タ
ー

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防
接
種

組
換
え
ワ
ク
チ
ン
は
2
回
接
種
の
た

め
、
1
回
目
を
遅
く
と
も
1
月
中
に
接
種

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
接
種
に
つ
い
て

は
、
か
か
り
つ
け
医
等
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。▼
対
象
・過
去
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

任
意
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
ま
た

は
完
了
し
て
い
な
い
方
（
過
去
に
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
任
意
予
防
接
種
を
受
け
て
い

る
方
は
原
則
対
象
外
で
す
が
、
医
師
と
相

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

各
保
健
セ
ン
タ
ー
等

の

所

在
・
連

絡

先

は
18
ペ
ー
ジ
下
参
照

健
康

■日時 令和９年 1 月 10 日（日）
　　　　受付 13 時から、式典 14 時から
■場所　山口市民会館（中央二丁目 5-1）
■対象 平成 18 年 4 月 2 日から平成 19 年
　　　　4 月 1 日までの間に生まれた方

令和９年山口市二十歳のつどい開催

・式典への参加には、山口市公式 LINE での事前登録が必要です。
右下の二次元コードから、詳細な手続き方法をご確認いただき、
事前登録をお願いします。なお、市内に住民票がある方には、
11 月中旬頃に案内はがきで改めてお知らせします。

※式典当日、LINE を使って入場しますので、当日までブロック
や友だち削除はしないでください。

※当日は、事前登録に使用したスマートフォンを忘れずにお持ち
ください。スマートフォンをお持ちでない方や LINE を利用し
ていない方、障がい等により出席に不安のある方は、事前に社
会教育課へご相談ください。

■当日の来場について

・ 会場周辺の混雑が予想されるため、
  できるだけ公共交通機関をご利用ください。
・周辺の対象駐車場を利用された方には、無料券（3 時間分）を

配布します。希望される方は、当日受付でお申し出ください。

社会教育課 ☎ 083-934-2865問申

山口市公式ウェブサイト

「令和 9 年山口市二十歳の

つどい開催のお知らせ」 ▶
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下記の入級基準に該当する方で、利用をご希望の方
は、各学級にお申し込みください（申込状況等により、
希望者全員が入級できない場合があります）。

■入級基準 （保護者がいずれかに該当）
・週に３日以上仕事をしている（通年利用の場合は時間

要件有り）。
・病気やけが、出産等で入院が必要、母親が出産前後で

ある。
・常時、病気の家族等を看護、介護している。
・就労のため、職業訓練施設や学校に通っている、求職

活動を行っている（求職の場合の入級期間は２カ月）。
・災害による家屋の損失、その他の復旧のため、昼間家

庭にいない。
※ 18 歳以上 65 歳未満の同居親族がいる場合は、全

員が入級基準を満たす必要があります。

■開所時間
　平日…小学校の放課後～ 18 時
　土曜、長期休業…８時 30 分～ 18 時（土曜・長期休

業は申し込みにより８時から利用可。）
　※ 平日、土曜日、長期休業ともに、一部の学級で申
　　し込みにより 18 時から 18 時 30 分まで利用可。
■保育料

通年利用…１カ月 3,000 円／夏季休業…8,000 円
　冬季休業…2,000 円／学年末休業…1,000 円
　学年始め休業…1,000 円
　※  生活保護、市民税所得割非課税世帯の方は、申請

により保育料を免除（申請月から適用）
　※  保育料のほかに、おやつ代（金額は、各学級に要

問い合わせ）が必要
■募集期間
　11 月 13 日（金）から

令和９年度放課後児童クラブ新入児童を募集します

新年度入級の学級やお問い合わせ一覧については、 右の二次元コードを参照。

記号例　　　場所　　　申し込み　　　問い合わせ ●料金や申し込みは必要な場合のみ本文中に記載しています。所 問申

■募集人数
　進級人数を除いて募集。
■受付期間

11 月 16 日（月）～ 12 月 25 日（金）の平日 8 時 30
分 ～ 17 時 15 分（令和 8 年 12 月 1 日（火）から平
日 9 時～ 16 時 30 分）※期限を過ぎて提出された場合、
一次利用調整（選考）の対象となりません。※求職中
の方は令和 9 年 3 月 1 日（月）から受付を開始します。

■受付窓口 保育幼稚園課、各総合支所総合サービス課
　※各地域交流センターでは受け付けができません。

■申し込み 11 月 2 日（月）から各園で配布する入園願書等に必要事項を記入の上、12 月１日（火）～ 7 日（月）
の平日 9 時～ 17 時に、希望する園に提出（複数の市立幼稚園を併願することはできません）。

■対象
　小学校就学前までの児童
　児童の保護者が就労または病気等の理由で、家庭にお

いて児童の保育ができない場合に限ります。ただし、
阿東地域の保育園に入園を希望される満 3 歳以上の児
童については、上記にかかわらず申込可能です。

■申込方法
　教育・保育給付認定申請書（兼）保育利用申込書と

必要書類を受付窓口に提出。個人番号（マイナンバー）
の確認書類の提示が必要です。

令和９年度保育園 ・ 幼稚園等の新入園児を募集します

募集時期・定員等の詳細は、各園までお問い合わせください。

新入園児の募集が始まります。 忘れずにお手続きください。 詳細は、 右下の二次元コードを参照。

問 保育幼稚園課 ☎ 083-934-2798

保護者の就労などにより、 放課後留守家庭児童となる市内の小学生を対象に 「放課後児童クラブ」 を
開設しています。 各学級で募集の終了時期が異なるため、 詳細は、 各学級までお問い合わせください。

問 こども未来課 ☎ 083-934-2756

保育園 ・ 認定こども園 ・ 地域型保育事業所

市立幼稚園

私立・国立大学法人幼稚園

二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。
▼
投
票
期
間

10
月
23
日
（
金
）
〜
11
月
8

日
（
日
）
▼
投
票
方
法

下

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
。
※

投
票
は
一
人
1
回
限
り
問

健
康
増
進

課
歩
数
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
ト

歩
数
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
ト

【
3
カ
月
間
継
続
チ
ャ
レ
ン
ジ
条
件
達
成

で
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
Ｐ
ａ
ｙ
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
】

▼
実
施
期
間

12
月
1
日
（
火
）
〜
令
和

9
年
2
月
28
日
（
日
）
▼
達
成
条
件

1

日
歩
数
６
０
０
０
歩
以
上
の
日
が
月
に
10

日
以
上
を
3
カ
月
連
続
で
達
成
▼
対
象

18
歳
以
上
の
市
民
お
よ
び
市
内
に
在
勤
・

在
学
の
方
の
う
ち
、
定
期
的
な
運
動
習
慣

は
な
い
が
、
運
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

方
※
参
加
申
し
込
み
は
11
月
30

日
（
月
）
ま
で
に
、
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
。
問

各
保
健

セ
ン
タ
ー

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
健
康
相
談
会

【
今
か
ら
始
め
る
！
運
動
不
足
解
消
術
】
▼

日
時

12
月
2
日
（
水
）
13
時
〜
15
時
、
3

日（
木
）
9
時
〜
11
時
▼
内
容

体
組
成(

筋

肉
量
、
脂
肪
量)

測
定
、
保
健
師
・
管
理

栄
養
士
に
よ
る
相
談
、
健
康
運
動
指
導
士

に
よ
る
講
話
や
実
技
な
ど
▼
持
参
品

各
種

健
康
診
査
結
果
（
お
持
ち
の
方
）
※
体
組

成
測
定
を
希
望
す
る
方
は
は
だ
し
に
な
れ

る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

問
所

保
健

セ
ン
タ
ー
（
健
康
増
進
課
）

【
知
っ
て
得
す
る
！
糖
尿
病
予
防
】
(
小
郡
)

▼
日
時

11
月
24
日
（
火
）
９
時
〜
11
時
▼

内
容

血
管
年
齢
測
定
、
体
組
成
測
定
、
保

健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相
談
、

歯
科
相
談
、
各
種
展
示
（
糖
尿
病
予
防
、

歯
の
健
康
に
つ
い
て
）
な
ど
▼
持
参
品

各

種
健
康
診
査
結
果
（
お
持
ち
の
方
）
▼
そ

の
他

体
組
成
測
定
を
希
望
す
る
方
は
、
は

だ
し
に
な
れ
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
所

小
郡
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

動
脈
硬
化
予
防
教
室

動
脈
硬
化
予
防
教
室

動
脈
硬
化
予
防
へ
の
理
解
を
深
め
、
今

日
か
ら
実
践
で
き
る
食
生
活
や
運
動
に
つ

い
て
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？
▼
日
時

11

月
19
日
（
木
）
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

（
13
時
受
け
付
け
開
始
）
▼
場
所

阿
知
須

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

医
師
講
話
、

栄
養
講
話
、
運
動
講
話
・
実
技
、
血
管
年

齢
測
定
▼
講
師

三
好
正
敬
氏
（
阿
知
須
共

立
病
院
医
師
）、
澄
川
絵
里
奈
氏
（
健
康

運
動
指
導
士
）、
市
管
理
栄
養
士
▼
定
員

先
着
40
人
程
度
▼
料
金

50
円
（
保
険
料
含

む
）
▼
持
参
品

筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
運
動
の
で
き
る
服
装

問
申

11
月

13
日
（
金
）
ま
で
に
、
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
小
郡
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

糖
尿
病
予
防
教
室

糖
尿
病
予
防
教
室

血
糖
値
が
気
に
な
る
方
や
、
食
後
の
強

い
眠
気
、
疲
れ
や
す
い
な
ど
の
症
状
か
ら

糖
尿
病
へ
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
向
け

の
講
座
で
す
。
食
事
や
運
動
の
効
果
的
な

方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
！
▼
日
時

12
月
11

日
（
金
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
（
13
時

か
ら
受
け
付
け
）
▼
内
容

体
組
成
（
筋
肉

量
・
脂
肪
量
）
測
定
、
血
管
年
齢
測
定
、

講
話
（
市
保
健
師
・
市
管
理
栄
養
士
）、

運
動
実
技
（
澄
川
絵
里
奈
氏
健
康
運
動
指

導
士
）
▼
定
員

30
人
※
要
申
し
込
み
▼
料

金

50
円
（
保
険
料
含
む
）
▼
持
参
品
等

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運
動
が
で
き
、
は
だ

し
に
な
れ
る
服
装

問
申
所

12
月
10
日

（
木
）
ま
で
に
、
下
の
二
次
元

コ
ー
ド
ま
た
は
電
話
で
、
保
健

セ
ン
タ
ー

◇保健センター、 こども家庭センター
　糸米二丁目 6-6

・ 健康増進課 ☎ 083-921-2666
・ 子育て保健課 ☎ 083-921-7085

◇小郡保健福祉センター
小郡下郷 609-5　

　☎ 083-973-8147
◇徳地保健センター

徳地堀 1561-1
　☎ 0835-52-1114
◇阿東保健センター

阿東徳佐中 3382
　☎ 083-956-0993

Web 版市報
もご覧ください

Web版市報やまぐちには、
紙版市報やまぐちより多く
のイベント等の情報を掲載
しています。下の二次元
コードからご覧ください。

Check

　　休日 ・ 夜間急病診療所

■住所　　　糸米二丁目 6-6
■電話　　　083-925-2266
【内科（高校生以上） ・ 外科】

■診療日時 毎日 19 時 ～ 22 時
※受診される前に、必ず電話をして

ください。

【歯科】

■診療期日 日曜、祝日、8/14 ～８/16
　　　　　   12/29 ～ 1/3
■診療時間 9 時 ～ 13 時

　　山口 ･ 防府地域夜間こども急病センター

■住所　　　八幡馬場 53-1
　　　　　　（山口赤十字病院内）
■電話　　　083-921-8025
■診療日時　毎日 19 時 ～ 22 時
■診療科目　小児科（０歳～中学生

の内科的疾患）
※けがや軽いやけどなどは外科で診

療しますので、休日・夜間急病診
療所を受診してください。

※受診される前に、必ず電話をして
ください。

急な病気やケガ等で救急車を呼ぶか
病院に行くか迷ったときは

【小児救急医療電話相談】

■対象　　　子ども（15 歳未満）
■電話　　　♯ 8000 または

　　083-921-2755
■相談日時　毎日 19 時～翌日 8 時
【救急医療電話相談】

■対象　　　おとな（15 歳以上）
■電話　　　♯ 7119 または

　　083-921-7119
■相談日時　毎日 24 時間
※相談は、いずれも看護師と医師が

対応します。
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※詳細は、各お問い合わせ先へご確認
ください。

圏域の市町におでかけしよう！

圏域7市町の
イベント情報

ぶちうま！
海鮮と和牛の饗宴 2026

山口DC×山陽小野田市　企画
(新幹線「さくら」停車記念）

山陽
小野田 宇部 御神幸祭（裸坊祭）防府

西日本屈指の勇壮な祭りとして
も有名である御神幸祭は、学問
の神様・菅原道真公の御霊を慰
めるために、1004 年（寛弘元年）
に斎行された勅使降祭に由来する最も重
要な神事です。
日時  11 月 28 日（土）18 時～ 21 時

問所  防府天満宮☎ 0835-23-7700

今年は宇部産のうまい魚に加
え、希少な宇部牛も饗宴。「宇
部のおいしい」が一堂に会する
この機会を、ご堪能ください。
期間 11 月１日（日）～ 30 日（月）
場所 宇部市内参加店舗
問 宇部市水産振興課☎０８３６-34-8370

農業振興課☎ 0836-34-8564

山口 DC 期間中、山陽新幹線
「さくら 783 号」が停車します！
また、厚狭駅乗降客に 2000 円
分の商品券を配布します。

今年も期間限定のライトアッ
プを開催します。樹齢 300
年の楓の老木が光に誘われ、
幻想的な姿を映しだします。
静寂な夜の堀庭園にぜひお越しくださ
い。※ 11 月６日～８日は入園も可。
期間 11 月１日（日）～ 30 日（月）

問所  旧堀氏庭園☎ 0856-72-0010

昭和 100 年記念企画展「萩の
昭和大博覧会～たどる、ひも
とく、萩レトロ～」

美祢ぐるっと号　次世代モビリティ
e-Palette で快適周遊！心洗われる
美祢満喫日帰りツアー【土日祝のみ】

旧堀庭園紅葉ライトアップ美祢 萩 津和野

64 年続いた昭和は、日本社
会がめまぐるしく変化した
時代です。本展では、萩が
歩んだ時代の変化をたどり
ながら、皆さんを「昭和の萩」
へとご案内します。
期間 12 月 13 日（日）まで

問所  萩博物館☎ 0838-25-6447

▲詳細は
こちら

Mine 秋吉台ジオパークの観光地を
巡ります。車窓からの景色や車内モ
ニターの映像で、快適な旅を楽しめ
ます。（料金は二次元コード参照。）

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

停車日 10 月 24 日、11 月 7 日、14 日、
28 日、12 月 5 日（いずれも土曜日）
場所 山陽新幹線厚狭駅
問 山陽小野田市商工労働課☎0836-82-1150

期間 12 月 27 日（日）まで
乗車場所 美祢グランドホテルほか
問 株式会社日本旅行 中国営業統括
　部 山口支店☎ 083-972-2211

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

▲詳細は
こちら

212121
地
域
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

◆
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す
！
◆

個
性
豊
か
な
市
内
21
の
地
域
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

魅
力
あ
る
活
動
等
を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

  

広
報
広
聴
課
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
５
３

鋳
銭
司
地
域

vol.12

問

次回 (1 月号 ) は
名田島地域にリレーします！　　市内各地域の情報が掲載された「地球の歩き方　山口市」も販売中。

鋳
銭
司
地
域
は
、
銭

せ

ん

か貨
の
鋳
造
が

行
わ
れ
た
周

す

お

う

の

じ

ゅ

せ

ん

し

防
鋳
銭
司
跡
や
、
明
治

維
新
の
先
覚
者

大お

お

む

ら村
益

ま

す

じ

ろ

う

次
郎
ゆ
か
り

の
史
跡
な
ど
、
名
所
旧
跡
が
点
在
す
る

自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。
古
代
か
ら
近

世
へ
と
続
く
歴
史
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
一
方
で
、
国
道
２
号
や
山
口
南
Ｉ
Ｃ

に
よ
る
交
通
の
利
便
性
か
ら
、
民
間
企

業
の
進
出
も
進
ん
で
い
ま
す
。

大
規
模
な
開
発
に
よ
り
生
活
環
境

が
急
速
に
変
化
す
る
中
、
地
域
の
安

全
を
見
守
る
た
め
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
「鋳
銭
司
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　

鋳
銭
司
地
区
防
犯
対
策
協
議
会
で

は
、
「
で
き
る
人
が

で
き
る
事
を

で

き
る
時
だ
け
」
を
合
言
葉
に
、
日
常

生
活
の
中
で
地
域
を
見
守
る

「
な
が
ら

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

散
歩
や
買
い
物
、
犬
の
散
歩
、
通
勤
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
を
し
な
が
ら
、
周
囲

に
目
を
配
り
、
明
る
く
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
て
、
子
ど
も
や
地
域
を
広
く
見
守

る
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
活
動
は
、
小
学
校
で
始
ま
っ
た

「鋳
銭
司
あ
い
さ
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

自
治
会
の

「地
域
あ
い
さ
つ
運
動
」
へ

と
広
が
り
、
さ
ら
に
展
開
し
た
も
の
で

す
。
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
で
地
域

の
つ
な
が
り
や
信
頼
関
係
が
深
ま
り
、

子
ど
も
た
ち
に
も
「見
守
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
安
心
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

   

試
行
的
な
実
施
を
経
て
、
活
動
は

11
月
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
。
参
加

者
に
は
、
鋳
銭
司
の
ご
当
地

「レ
ノ
丸
」

の
エ
ン
ブ
レ
ム

(缶
バ
ッ
ジ
)
が
配
布

さ
れ
ま
す
。
10
月
1
日
時
点
の
参
加
者

は
１
１
０
人
。

   

椙
山
会
長
は

「あ
い
さ
つ
は
防
犯
活

動
の
基
本
で
あ
り
、
安
全
で
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
の
土
台
と
な
る
。
地
域
に

あ
い
さ
つ
の
声
と
、
見
守
り
の
目
を
さ

ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い
。
一
人
で
も

多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」

と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
す
。

▲ 「銭貨と大村益次郎」 を
　　モチーフにしたご当地
　　「レノ丸」 エンブレム

▲ながらパトロールの様子

▲あいさつプロジェクト
   の様子
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問 スポーツ交流課☎ 083-934-2875

山口市スポーツ次世代育成事業 大野将平 柔道教室
本市出身のオリンピック柔道金メダリスト・大野将平氏を講師として招き、柔道未経験者を対象とした柔道教室を開催します。

申し込み 11 月 13 日（金）までに
右の二次元コードから▶

日時　　11 月 28 日（土）10 時～ 10 時 50 分
場所　　維新百年記念公園 維新大晃アリーナ武道館
対象　　市内在住または在学の
　　　　幼稚園年長児から小学校６年生
定員　　　50 人※応募多数の場合は抽選です。
持参品　運動着・飲料・タオル
料金　　　無料

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
大
型
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
市
の
観

光
地
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
中

で
も
、
国
宝
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
を
は
じ
め

と
す
る
大
内
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
に
は
、
多

く
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

さ
て
、
大
内
氏
を
題
材
と
す
る
大
河
ド

ラ
マ
の
誘
致
に
つ
い
て
、
本
年
7
月
、
山
口

商
工
会
議
所
及
び
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
協
議

会
か
ら
要
望
書
を
お
受
け
し
ま
し
た
。
誘

致
が
実
現
す
れ
ば
、
本
市
が
こ
れ
ま
で
進

め
て
き
た「
大
内

文
化
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
、
さ
ら
に

推
進
す
る
絶
好

の
機
会
と
な
る
こ

と
か
ら
、
官
民
一

体
で
誘
致
活
動
を

推
進
す
る
組
織

を
ま
も
な
く
設
立

す
る
予
定
で
す
。

現
在
、
岩
国

市
は
、
作
家

・
宇
野
千
代
を
モ
デ
ル
と
し

た
ド
ラ
マ
の
放
送
開
始
を
受
け
、
大
き
な

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
そ
う

し
た
作
品
誘
致
へ
の
挑
戦
を
通
じ
て
、
大
内

氏
の
進
取
の
気
風
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
本
市

の
豊
か
な
歴
史
文
化
の
魅
力
を
全
国
に
発

信
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
大
内

文
化
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
機
運

を
さ
ら
に
高
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
口
市
長

大
河
ド
ラ
マ
の
誘
致
に
向
け
て

山
口
市
長

© りおた

共に

歩む

▶応募方法
▶第２弾プレゼント （以下のいずれか）

山頭火 365 日ラベル ・ 720ml × 1 本

山口県産山田錦を 40％まで精米した
純米大吟醸原酒 720ml。
誕生日や記念日等、 ご希望の日に、
俳人種田山頭火が詠んだ句をラベルに
装飾しプレゼントします。
なお、オンラインショップ等で販売中です！

抽選で
3 名様

山口市の特産品等をプレゼント！山口市 LINE 公式アカウント

リニューアル キャンペーン

LINE の友だち追加を
されていない方は、
右の二次元コードを読み取る。

LINE に配信される
「市報やまぐち」 メニュー内
「リニューアルキャンペーン 
応募フォーム」 をタップし、
必要事項を入力し、 送信。

【提供】 金光酒造 株式会社

友だち追加STEP1

▶応募期間 （第 2 弾）
　　 10 月 22 日 （木） ～１１月 18 日 （水）
　　 ※第３弾も実施予定です。
　　　　 第１弾に応募された方も、 第２弾以降に
　　　　 応募が可能です。 （お一人様 1 回ずつ）

STEP2 応募

ー第 2 弾ー

▶上記プレゼントに外れた方に W チャンス！

湯田温泉こんこんパークの温泉入浴券をプレゼント！
美肌の湯 「湯田温泉」 でくつろぎのひとときを。

※応募は、 山口市 LINE 公式アカウント内の応募フォームからのみです。 はがきでの応募はできません。
※賞品の種類はお選びいただけません。
   ２０歳未満の方は 「山頭火 365 日ラベル」 以外の賞品が抽選対象になります。
※当選者の発表は賞品の発送をもって、 かえさせていただきます。
※ご提供いただいた個人情報は、 本キャンペーンの抽選 ・ 賞品発送等に必要な範囲でのみ使用し、
　 個人情報保護法に基づいて適正に管理いたします。
※今回は 「クイズ de 読者プレゼント」 コーナーはお休みです。

「特産品ショップやまぐちさん」 がセレクトした
山口市の特産品を詰め合わせた BOX ！
何が入っているかは、 届いてからのお楽しみ！

配信イメージ ▶

山口市の特産品詰め合わせ BOX抽選で
3 名様

抽選で
30 名様

もしくは、 トーク画面から ID 検索で
「＠ yamaguchi-city」 と入力し、
友だち追加。

※すでに友だち追加をされている方も応募できます！

※すでに友だち追加をされている方は

　 STEP2 からご応募ください。 ※ 20 歳未満の方は、 以下 2 つの賞品が抽選対象になります。
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受診される際は、必ず事前に電話をして、
医療機関の指示に従ってください。

・休日当番医は変更する場
合があります。事前に各医
療機関にご確認ください。
・徳地地域については「ふ
るさととくぢ」をご覧くだ
さい。

12 月の休日当番医

※ ［津和野共存病院］ 8 時 30 分～ 17 時 15 分 （16 時 30 分までに来院可能な方のみ）

休日当番医テレホンサービス ･･･ 録音でご案内しています。
電話番号を登録して外出時などにご利用ください。☎ 083-923-5000

☎ やまぐちのお医者さん navi･･･

休日当番医や、市内の医療機関を
検索できます。

昼休み時間については、各医療機関にお問い合わせください。

内科系 外科系 内科系 ・ 外科系 小児科 内科系 外科系

6

日

やまがた循環器
内科クリニック
（大内千坊四）
083-941-2600

とよた整形外科
クリニック

（大内千坊四）
083-929-3315

［内科］
原医院

（阿東地福上）
083-952-0308

よしかね
循環器内科
（小郡下郷）

083-973-8181

小川整形外科
（嘉川）

083-988-1010

13

日

清水内科医院
（春日町）

083-925-2288

坂本整形外科
（円政寺）

083-925-5566

［内科・外科］
藤原医院

（阿東生雲中）
083-954-0331

いちょうの木
クリニック

（小郡船倉町）
083-976-8331

村田外科
胃腸科

（小郡下郷）
083-972-7100

20

日

おおどの診療所
（石観音町）

083-922-0299

かく脳神経外科
クリニック

（泉町）
083-920-1001

［内科］
三浦医院

（阿東徳佐中）
083-956-0500

小田医院
（小郡黄金町）
083-972-1716

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

27

日

野瀬内科
小児科

（大内長野）
083-927-2655

とりい脳と女性の
クリニック

（大内矢田北六）
083-902-5580

［内科］
津和野共存病院 ※

（島根県鹿足郡津和野町）
0856-72-0660

阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

吉武医院
（秋穂東）

083-984-2330

29

日

さいとう
クリニック

（黒川）
083-902-2114

なりしげ
循環器内科

（矢原）
083-933-0600

［内科］
津和野共存病院 ※

（島根県鹿足郡津和野町）
0856-72-0660

ひろなか内科
循環器科
（阿知須）

0836-66-1550

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

30

日

こうとく内科
（下市町）

083-924-3780

やまがた循環器
内科クリニック
（大内千坊四）
083-941-2600

大野整形外科
リウマチ科

（平井）
083-902-8411

［内科］
原医院

（阿東地福上）
083-952-0308

たはら
クリニック
（後河原）

083-923-3415

ざいつ内科
クリニック
（小郡明治）

083-976-8475

山口嘉川
クリニック

（嘉川）
083-988-0788

さっか整形外科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-8888

31

日

奥田胃腸科内科
（道場門前一）
083-925-2188

清水内科医院
（春日町）

083-925-2288

おか
整形外科病院

（中河原町）
083-925-1100

［内科］
津和野共存病院 ※

（島根県鹿足郡津和野町）
0856-72-0660

まかたこども
アレルギークリニック

（赤妻町）
083-902-2226

田中内科医院
（小郡長谷）

083-972-2325

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

かむら
クリニック

（小郡柳井田）
083-972-2513

北部地域
●時間／ 8 時 30 分 
       〜 17 時 30 分

南部地域
●時間／ 9 時 〜 18 時

山口市医師会 吉南医師会

阿東地域
●時間／8時30分 

        　　　　    〜17時30分
　　　　　　

全域
※二次元コード・
時間は山口市医師会

日 月 火 水　木 金 土
 ・ ・　 1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29　 30     31 ・ ・

ー 72 人   63 世帯ー 18 人 ー 54 人

人 の う ご き （推計人口） デジタル推進課 ☎ 083-934-2748問
⚠今号から令和 7 年国勢調査確報値を
基に算出した人口を掲載しています。

上段は令和 8 年 10 月 1 日現在
　　　　　　　　　　　（うち外国人数）

下段は令和 8 年 9 月中の増減

188,512 人
（2,749 人）

90,214 世帯90,462 人
（1,394 人）

98,050 人
（1,355 人）

全体 男 女 世帯

フォローお願いします！

山口市公式
Instagram

フォローお願いします！
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（泉町）
083-920-1001
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三浦医院

（阿東徳佐中）
083-956-0500
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共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

27

日

野瀬内科
小児科

（大内長野）
083-927-2655

とりい脳と女性の
クリニック

（大内矢田北六）
083-902-5580

［内科］
津和野共存病院 ※

（島根県鹿足郡津和野町）
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阿知須
同仁病院
（阿知須）

0836-65-5555

吉武医院
（秋穂東）

083-984-2330

29

日

さいとう
クリニック

（黒川）
083-902-2114

なりしげ
循環器内科

（矢原）
083-933-0600

［内科］
津和野共存病院 ※

（島根県鹿足郡津和野町）
0856-72-0660

ひろなか内科
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（阿知須）

0836-66-1550

林病院
（小郡下郷）

083-972-0411

30

日

こうとく内科
（下市町）

083-924-3780

やまがた循環器
内科クリニック
（大内千坊四）
083-941-2600

大野整形外科
リウマチ科

（平井）
083-902-8411

［内科］
原医院

（阿東地福上）
083-952-0308

たはら
クリニック
（後河原）

083-923-3415

ざいつ内科
クリニック
（小郡明治）

083-976-8475

山口嘉川
クリニック

（嘉川）
083-988-0788

さっか整形外科
クリニック
（小郡下郷）

083-976-8888

31

日

奥田胃腸科内科
（道場門前一）
083-925-2188

清水内科医院
（春日町）

083-925-2288

おか
整形外科病院

（中河原町）
083-925-1100

［内科］
津和野共存病院 ※

（島根県鹿足郡津和野町）
0856-72-0660

まかたこども
アレルギークリニック

（赤妻町）
083-902-2226

田中内科医院
（小郡長谷）

083-972-2325

阿知須
共立病院
（阿知須）

0836-65-2200

かむら
クリニック

（小郡柳井田）
083-972-2513

北部地域
●時間／ 8 時 30 分 
       〜 17 時 30 分

南部地域
●時間／ 9 時 〜 18 時

山口市医師会 吉南医師会

阿東地域
●時間／8時30分 

        　　　　    〜17時30分
　　　　　　

全域
※二次元コード・
時間は山口市医師会




